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　 図書館=山中湖情報創造館閉館日 ※開館時間（9:30～19:00）詳しくはP20をご覧ください。
　  可燃物収集日 　  不燃物収集日 　 PETボトル収集日　8:30までに指定の場所に出してください。
　  持込（可燃・不燃）　　持込（可燃のみ）=クリーンセンターへ直接搬入可能日（9:00～11:00  13:00～16:00）
　  立入日=北富士演習場立ち入り許可日　　
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お
め
で
と
う（
誕
生
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護
者

羽
田

　丞
之
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羽
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　泰
久

羽
田
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智 

羽
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彌

坂
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坂
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い
ち

し
ょ
う
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す
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い
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お
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や
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死
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広報やまなかこ 2018年2月号

現在の待合所（撤去前）

平
成
２９
年
度

「
山
中
湖
村
高
校
生
の
就
学
に
対
す
る
助
成
金
」の
ご
案
内

平野地区公園整備事業
南工区の起工式が執り行われました

　
平
野
地
区
公
園
に
つ
い
て
は「
ゆ
い
の
広
場

ひ
ら
り
」と
名
称
が
決
定
し
、昨
年
7
月
に
先

行
し
て
北
側
の
広
場
及
び
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、引
き
続
い
て
南
側
の
広
場
の
工
事

を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、平
成
29
年
12
月
20
日

（
水
）に
起
工
式
が
取
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
南
側
の
広
場
に
つ
い
て
は
、ゆ
と
り
の
あ
る

ス
ペ
ー
ス
を
有
し
、北
側
と
併
せ
た
地
域
の
交

流
拠
点
と
し
て
、地
域
行
事
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
に
活
用
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
す
。

　
工
事
に
あ
た
り
、村
民
の
皆
さ
ん
に
は
引
き

続
き
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、施
設
の
完

成
ま
で
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　
高
等
学
校
等
へ
就
学
し
て
い
る
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で（
平
成
11
年
４
月

２
日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
方

　
※
扶
養
者
と
は
、平
成
30
年
１
月
１
日（
基
準
日
）時
点
で
、山
中
湖
村
に

居
住
し
て
い
る
方
で
、同
一
世
帯
内
に
高
校
生
等
を
扶
養
し
て
い
る
方
。

（
山
中
湖
村
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
）

　〈
注
意
点
〉･
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
助
成
金
支
給
決
定
ま
で
の
間
に

住
民
票
を
抹
消
さ
れ
た
方
は
、対
象
外
で
す
。

■
助
成
の
内
容

　
助
成
の
支
給
は
、高
等
学
校
等
に
平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
の
在
学
期
間
と
し
、助
成
対
象
者
１
名
に
つ
き
１
か
月
５
千

円
。助
成
金
は
、年
１
回
、平
成
30
年
３
月
中
に
支
給
し
ま
す
。

　〈
注
意
点
〉･
月
の
初
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、翌
月
よ
り
支
給
対

象
と
し
ま
す
。

■
申
請
先

　
助
成
申
請
書
を
、山
中
湖
村
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　
平
成
30
年
２
月
１
日（
木
）〜
平
成
30
年
２
月
28
日（
水
）

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分

　〈
注
意
点
〉･
申
請
期
間
内（
平
成
30
年
２
月
28
日（
水
）ま
で
）に
手
続
き

を
し
な
い
場
合
、助
成
金
の
支
払
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
等

　
①
山
中
湖
村
高
等
学
校
等
就
学
助
成
金
交
付
申
請
書

　
　
申
請
書
は
教
育
委
員
会
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
②
在
学
証
明
書
ま
た
は
身
分
証
明
書（
学
生
証
）の
写
し

　
③
受
取
口
座
の
金
融
機
関
名
、口
座
番
号
及
び
口
座
名

義
人（
か
な
）が
分
か
る
通
帳
ま
た
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
写
し

　
　〈
注
意
点
〉･
受
取
口
座
は
、扶
養
者
本
人
の
口
座
で

す
。振
込
先
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
印
鑑

※
な
お
助
成
対
象
者
の
方
に
は
、あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ

の
チ
ラ
シ
、申
請
書
等
は
、送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
申
請
後
に
変
更
事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、速
や

か
に
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
等
学
校
等
へ
の
就
学
に
対
し
て
、就
学
に
係
る
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、家
庭
の
精
神
的
、経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、

教
育
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
山
中
湖
村
高
校
生
の
就
学
に
対
す
る
助
成
金
」を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
助
成
金
を
受
け
取
る
に
は
、山
中
湖
村
教
育
委
員
会
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。対
象
と
な
る
方
は
、申
請
期
間
内
に
申

請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
℡
6
2
‐
9
9
7
1

山中湖平野バス停
待合所の撤去工事が行われます

　
平
野
地
区
公
園
整
備
に
伴
い
、2
月
1
日（
木
）

か
ら
、山
中
湖
平
野
バ
ス
停
に
所
在
す
る
待
合
所

の
撤
去
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
待
合
所
の
機
能
は
、現
在
整
備
区
域
内
に

建
設
を
進
め
て
い
る
新
設
バ
ス
待
合
所（
30
年
4

月
中
に
オ
ー
プ
ン
予
定
）に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
し
ば
ら
く
の
間
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
現
在
の
待
合
所
の
撤
去
後
も
、平
野
バ
ス

停
を
発
着
す
る
バ
ス
は
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。

（
※
オ
ー
プ
ン
時
期
は
、工
事
進
捗
状
況
や
そ
の
他

　
の
理
由
に
よ
り
遅
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

富
士
急
行
交
通
事
業
部
　
℡
2
2
‐
7
1
0
0

企
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
　
℡
6
2
‐
9
9
7
1

【
問
い
合
わ
せ
】

　
山
中
湖
村
教
育
委
員
会
　
学
校
総
務
係

　
℡
6
2
‐
3
8
1
3

支
給
要
件

山中湖村役場では、平成30年4月から働いていただける、保育士の方を募集します。
年齢・資格 60歳未満で保育士免許のある方
募集人員 若干名
期間  平成30年4月から
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（時差勤務、土曜勤務有）
勤務場所 山中湖村内の公立保育所
給与・手当 村臨時職員取扱要綱による
選考　　 書類選考・面接
受付期間 随時募集（土日を除く）
申し込み 履歴書を山中湖村役場いきいき健康課に直接お持ちください。
※詳細はお問い合わせください。

山中湖村　保育士募集のお知らせ
地域包括支援センター保健師の産休・育休により、臨時職員を募集します。
募集人員 1名
資格  保健師または社会福祉士の資格のある方（介護支援専門員の資格のある方優遇）
期間  平成30年4月1日～平成31年3月31日（期間変更の可能性あり）
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分
業務内容 地域包括支援センター業務
給与・手当 山中湖村役場いきいき健康課にお問い合わせください
選考方法　　 書類選考・面接
申込期限 平成30年2月28日（水）まで
申込方法 履歴書・保健師又は社会福祉士の免許の写し・介護支援専門員の資格のある方は
  介護支援専門員証の写しを山中湖村役場いきいき健康課に直接お持ちください。

地域包括支援センター臨時職員募集

≪問い合わせ≫いきいき健康課　福祉係（保育所担当）　℡.62-9976
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参

し
て
く
だ
さ
い
。

　
④
印
鑑

※
な
お
助
成
対
象
者
の
方
に
は
、あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ

の
チ
ラ
シ
、申
請
書
等
は
、送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
申
請
後
に
変
更
事
由
が
生
じ
た
場
合
は
、速
や

か
に
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
等
学
校
等
へ
の
就
学
に
対
し
て
、就
学
に
係
る
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、家
庭
の
精
神
的
、経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、

教
育
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
山
中
湖
村
高
校
生
の
就
学
に
対
す
る
助
成
金
」を
支
給
し
ま
す
。

　
こ
の
助
成
金
を
受
け
取
る
に
は
、山
中
湖
村
教
育
委
員
会
に
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。対
象
と
な
る
方
は
、申
請
期
間
内
に
申

請
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
℡
6
2
‐
9
9
7
1

山中湖平野バス停
待合所の撤去工事が行われます

　
平
野
地
区
公
園
整
備
に
伴
い
、2
月
1
日（
木
）

か
ら
、山
中
湖
平
野
バ
ス
停
に
所
在
す
る
待
合
所

の
撤
去
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
待
合
所
の
機
能
は
、現
在
整
備
区
域
内
に

建
設
を
進
め
て
い
る
新
設
バ
ス
待
合
所（
30
年
4

月
中
に
オ
ー
プ
ン
予
定
）に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
し
ば
ら
く
の
間
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
現
在
の
待
合
所
の
撤
去
後
も
、平
野
バ
ス

停
を
発
着
す
る
バ
ス
は
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。

（
※
オ
ー
プ
ン
時
期
は
、工
事
進
捗
状
況
や
そ
の
他

　
の
理
由
に
よ
り
遅
延
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

富
士
急
行
交
通
事
業
部
　
℡
2
2
‐
7
1
0
0

企
画
ま
ち
づ
く
り
課
　
　
℡
6
2
‐
9
9
7
1

【
問
い
合
わ
せ
】

　
山
中
湖
村
教
育
委
員
会
　
学
校
総
務
係

　
℡
6
2
‐
3
8
1
3

支
給
要
件

山中湖村役場では、平成30年4月から働いていただける、保育士の方を募集します。
年齢・資格 60歳未満で保育士免許のある方
募集人員 若干名
期間  平成30年4月から
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分（時差勤務、土曜勤務有）
勤務場所 山中湖村内の公立保育所
給与・手当 村臨時職員取扱要綱による
選考　　 書類選考・面接
受付期間 随時募集（土日を除く）
申し込み 履歴書を山中湖村役場いきいき健康課に直接お持ちください。
※詳細はお問い合わせください。

山中湖村　保育士募集のお知らせ
地域包括支援センター保健師の産休・育休により、臨時職員を募集します。
募集人員 1名
資格  保健師または社会福祉士の資格のある方（介護支援専門員の資格のある方優遇）
期間  平成30年4月1日～平成31年3月31日（期間変更の可能性あり）
勤務時間 午前8時30分～午後5時15分
業務内容 地域包括支援センター業務
給与・手当 山中湖村役場いきいき健康課にお問い合わせください
選考方法　　 書類選考・面接
申込期限 平成30年2月28日（水）まで
申込方法 履歴書・保健師又は社会福祉士の免許の写し・介護支援専門員の資格のある方は
  介護支援専門員証の写しを山中湖村役場いきいき健康課に直接お持ちください。

地域包括支援センター臨時職員募集

≪問い合わせ≫いきいき健康課　福祉係（保育所担当）　℡.62-9976
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174

サラリーマンの方で還付申告をされる方へ
　給与所得者の方で、雑損控除、医療費控除、住宅借入金等控除などを受けることができる方、または年の途中で
退職して年末調整を受けられなかった方などは、源泉徴収税額の還付を受けるための確定申告書を提出すること
ができます。
　なお、還付申告は２月１６日（金）以前でも提出が可能です。（確定申告期間前は、直接税務署への提出となりま
す。）

医療費控除が変わります

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）について

　平成２９年分の確定申告から医療費控除の適用を受ける場合、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細
書」または「医療費通知」を添付することとなりました。
　ただし、明細書の記載が省略できる医療費通知は、次の項目を満たしていることが必要であり、この記載がない場
合は、明細書の記載を省略することができません。

　セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）は、健康の維持増進及び疾病の予防の取組として、一定の取
組を行う個人が平成２９年１月１日以降にスイッチＯＴＣ医薬品（要指導医薬品及び一般用医薬品のうち、医療用か
ら転用された医薬品）を購入した際に、その購入費用について所得控除を受けることができます。

※セルフメディケーション税制は、医療費控除の特例であり、従来の医療費控除との選択適用となりますので、いず
れか一方を選択して適用を受けることになります。したがって、セルフメディケーション税制の適用を受けることを選
択した納税者は、従来の医療費控除を受けることができず、従来の医療費控除を選択した納税者は、セルフメ
ディケーション税制の適用を受けることはできません。

※セルフメディケーション税制を受けることを選択して確定申告書を提出した場合には、その後において、納税者が
更正の請求や修正申告書を提出した場合、セルフメディケーション税制から従来の医療費控除の適用に変更す
ることはできません。従来の医療費控除を受けることを選択した場合も同様となります。
※対象となる医薬品等　詳しくは 国税庁ホームページ　（www.nta.go.jp）
     厚生労働省ホームページ（www.mhlw.go.jp）

※「被保険者等の支払った医療費の額（自己負担分）」の記載がなく、「保険診療総額（１０割）」のみ記載されてい
る場合も明細書の記載省略はできませんのでご注意ください。

※医療費の領収書は５年間保存する必要があり、税務署から提示を求められたときは、提示または提出しなければ
なりません。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
　　（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）

※平成２９年分から平成３１年分までの確定申告については、従来通り医療費の領収書によることもできます。

　税務署に所得税の確定申告を提出された以外の方で、前年中収入があった方は住民税の申告が必要となりま
す。また、収入のない方も国民健康保険や介護保険や後期高齢者医療保険等の算定資料となりますので、ご相談く
ださい（住民税が未申告の場合は、これら保険税の軽減や所得判定ができないのでご注意ください。）。住民税の申
告は、平成３０年１月１日現在の住所地の市町村に提出してください。提出期限間近になりますと、窓口が大変混雑し
ますので、お早めに申告してください。

※個人事業主（確定申告のＢ表）の方は、混雑緩和のため、収入と支出（経費等）をまとめていただき、来庁していた
だくようお願いします。

※申告の内容によっては、大月税務署にて確定申告を行っていただくようお願いをする場合があります。

※平成２８年分から、所得税の確定申告・贈与税などの申告書には、「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確
認書類の提示または写しの添付」が必要になっています。

確定申告相談について

住民税の申告もお忘れなく！

日　時　　２月１６日（金）～３月１５日（木）
時　間　　（午前）９時～１１時　（午後）１時～４時
場　所　　山中湖村役場２階　第２会議室
持参するもの　　印鑑・前年の確定申告書の控え・源泉徴収票・各種控除証明書　等

①被保険者等の氏名　②療養を受けた年月　③療養を受けた者
④療養を受けた病院・診療所・薬局等の名称　⑤被保険者等が支払った医療費の額　⑥保険者等の氏名

本人確認書類とは・・・

詳しくは　　国税庁ホームページへ　（www.nta.go.jp）

マイナンバーカードをお持ちの場合

マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

マイナンバーカードをお持ちでない場合

番号確認書類（本人のマイナンバーを確認できる書類）
（例）通知カード、住民票の写し又は住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載があるものに限る）のうち
　　いずれか１つ
　　身元確認書類（記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類）
（例）運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳等のいずれか１つ

今月は、固定資産税第４期・国民健康保険税第8期の納期限です。

納期限：口座振替日ともに： です2月28日（水）
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　給与所得者の方で、雑損控除、医療費控除、住宅借入金等控除などを受けることができる方、または年の途中で
退職して年末調整を受けられなかった方などは、源泉徴収税額の還付を受けるための確定申告書を提出すること
ができます。
　なお、還付申告は２月１６日（金）以前でも提出が可能です。（確定申告期間前は、直接税務署への提出となりま
す。）

医療費控除が変わります

セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）について

　平成２９年分の確定申告から医療費控除の適用を受ける場合、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細
書」または「医療費通知」を添付することとなりました。
　ただし、明細書の記載が省略できる医療費通知は、次の項目を満たしていることが必要であり、この記載がない場
合は、明細書の記載を省略することができません。

　セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）は、健康の維持増進及び疾病の予防の取組として、一定の取
組を行う個人が平成２９年１月１日以降にスイッチＯＴＣ医薬品（要指導医薬品及び一般用医薬品のうち、医療用か
ら転用された医薬品）を購入した際に、その購入費用について所得控除を受けることができます。

※セルフメディケーション税制は、医療費控除の特例であり、従来の医療費控除との選択適用となりますので、いず
れか一方を選択して適用を受けることになります。したがって、セルフメディケーション税制の適用を受けることを選
択した納税者は、従来の医療費控除を受けることができず、従来の医療費控除を選択した納税者は、セルフメ
ディケーション税制の適用を受けることはできません。

※セルフメディケーション税制を受けることを選択して確定申告書を提出した場合には、その後において、納税者が
更正の請求や修正申告書を提出した場合、セルフメディケーション税制から従来の医療費控除の適用に変更す
ることはできません。従来の医療費控除を受けることを選択した場合も同様となります。
※対象となる医薬品等　詳しくは 国税庁ホームページ　（www.nta.go.jp）
     厚生労働省ホームページ（www.mhlw.go.jp）

※「被保険者等の支払った医療費の額（自己負担分）」の記載がなく、「保険診療総額（１０割）」のみ記載されてい
る場合も明細書の記載省略はできませんのでご注意ください。

※医療費の領収書は５年間保存する必要があり、税務署から提示を求められたときは、提示または提出しなければ
なりません。

※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
　　（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）

※平成２９年分から平成３１年分までの確定申告については、従来通り医療費の領収書によることもできます。

　税務署に所得税の確定申告を提出された以外の方で、前年中収入があった方は住民税の申告が必要となりま
す。また、収入のない方も国民健康保険や介護保険や後期高齢者医療保険等の算定資料となりますので、ご相談く
ださい（住民税が未申告の場合は、これら保険税の軽減や所得判定ができないのでご注意ください。）。住民税の申
告は、平成３０年１月１日現在の住所地の市町村に提出してください。提出期限間近になりますと、窓口が大変混雑し
ますので、お早めに申告してください。

※個人事業主（確定申告のＢ表）の方は、混雑緩和のため、収入と支出（経費等）をまとめていただき、来庁していた
だくようお願いします。

※申告の内容によっては、大月税務署にて確定申告を行っていただくようお願いをする場合があります。

※平成２８年分から、所得税の確定申告・贈与税などの申告書には、「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確
認書類の提示または写しの添付」が必要になっています。

確定申告相談について

住民税の申告もお忘れなく！

日　時　　２月１６日（金）～３月１５日（木）
時　間　　（午前）９時～１１時　（午後）１時～４時
場　所　　山中湖村役場２階　第２会議室
持参するもの　　印鑑・前年の確定申告書の控え・源泉徴収票・各種控除証明書　等

①被保険者等の氏名　②療養を受けた年月　③療養を受けた者
④療養を受けた病院・診療所・薬局等の名称　⑤被保険者等が支払った医療費の額　⑥保険者等の氏名

本人確認書類とは・・・

詳しくは　　国税庁ホームページへ　（www.nta.go.jp）

マイナンバーカードをお持ちの場合

マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。

マイナンバーカードをお持ちでない場合

番号確認書類（本人のマイナンバーを確認できる書類）
（例）通知カード、住民票の写し又は住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載があるものに限る）のうち
　　いずれか１つ
　　身元確認書類（記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類）
（例）運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポート、在留カード、身体障害者手帳等のいずれか１つ

今月は、固定資産税第４期・国民健康保険税第8期の納期限です。

納期限：口座振替日ともに： です2月28日（水）
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○会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますのでご了承ください。
○小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得
税及び復興特別所得税の申告書を作成して提出できます（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除
く）。申告書等の提出のみの場合は、直接税務署に提出（郵送可）してください。
○ご来場の際は、前年の申告書等の控えや源泉徴収票など確定申告に必要な書類、計算器具、筆記具、印鑑及
びマイナンバーに係る本人確認書類（①マイナンバーカードまたは②番号確認書類及び身元確認書類）の
写し等をご持参ください。

○上記期間以外は、税務署の申告書作成会場はありませんので
ご了承ください。
○会場開設初日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が予想
されますのでご了承ください。

○当署の駐車スペースに限りがございますので極力お車での来署
はご遠慮ください（駐車の際、お待ちいただく場合があります）。

○税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんのでご了
承ください。

※振替納税をご利用の方の引落日　（なお、贈与税の振替納税・制度はありません）
　所得税及び復興特別所得税　　　　　⇒　平成３０年４月２０日（金）
　個人事業者の消費税及び地方消費税　⇒　平成３０年４月２５日（水）

日　時 ： ２月２３日(金)　午前１０時～正午、午後１時～午後４時
会　場 ： 富士吉田市民会館　３階市民ギャラリー

問合せ先：東京地方税理士会大月支部事務局　 Tel ０５５５－２２－８４８１
別所得税の申告書を作成できます（土地、建物及び株式などの譲渡所得がある場合を除く。）。

●小規模納税者の所得税及び復興特別所得税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復興特

申告書や申請書等には

　税務上の申告書や申請書・届出書等は「信書」に該当しますので、郵便または信書便で送付してください。
　また、申告書の「控」に税務署受付印の押印を希望する方は、ボールペンまたは万年筆で記載のうえ、切手を
貼った返信用封筒を必ず同封してください。

大月税務署からのお知らせ

確定申告等を郵便等で提出される方へ

　申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」及び「税理士に
よる年金受給者及び給与所得者に対する無料申告相談」を開催しますのでご利用ください。

マイナンバーの記載が必要です!!

国税に関するマイナンバー制度の最新情報 または

が必要です！

申告手続などには

※詳しくは、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧ください。

日　　付
２月1日（木）・2日（金）・5日（月）

会　場
上野原市もみじホール ２階会議室

所　在　地
上野原市上野原３８３２

時　間

午前１０時～正午
午後１時～午後3時２月６日（火）・７日（水） 富士吉田市民会館 ３階会議室 富士吉田市緑ヶ丘２‐５‐２３

２月8日（木） 富士河口湖町役場 コンベンションホール 富士河口湖町船津１７00

開設期間
　　２月１６日（金）～
　　　３月15日（木）
　　※土、日を除きます。

会　場

大月税務署　３階

所　在　地

大月市御太刀２－８－１０
大月地方合同庁舎

時　間
【受付】午前８時30分から
　　　（提出は午後５時まで）
【相談】午前９時から午後５時まで

無料申告相談税理士による ～申告書を作成して提出できます～

年金受給者及び給与所得者に対する無料相談
税理士による

申告書作成会場の開設日程

平成２９年分確定申告書の提出及び納付期限
○所得税及び復興特別所得税・贈与税 ⇒ 平成30年3月15日(木)
○個人事業者の消費税及び地方消費税 ⇒ 平成30年4月2日(月)

【問い合わせ】〒401‐8502 大月市御太刀２－８－10　℡（0554）22-3151（代表）
　　　　　※お電話は自動音声によりご案内しており、担当者がご用件にお答えします。

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、

マイナンバーの記載 本人確認書類の提示または写しの添付

国税庁　マイナンバー 検索

医療費控除 検索

マイナンバーの
記載について

医療費控除について

医療費控除は領収書が提出不要となりました
平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに

“医療費控除の明細書”の添付が必要となりました。
※１　医療費の領収書は自宅で５年間保存する必要があります。
　　 （税務署から求められたときには、提示又は提出しなければなりません。）
※２　医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
　　 （医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費のお知らせ」などです。）
（注） 平成29～31年分までの確定申告については、医療費の領収書の添付又は提示によることもできます。
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村の健診では「特定健康診査」と
「がん検診」を同時実施しています
内容の一部が変わりますので

ご注意ください

元気いっぱい山中湖健康診査の日程が
決定しました

「特定健康診査」受診機関が
加入保険で異なります

　あなたの受診機関を確認しましょう

特定健康診査
（40歳～74歳）の
変更点

高齢者の医療の確保に関する法律および保険者努力支援制度に基づき村で受
けられる対象者の一部が変更になります。次ページを参照してください

がん検診の変更点
35歳～64歳の肺がん検査が胸部レントゲン検査（直接撮影）になります。オプ
ション検査で胸部・腹部CT検査を受診することはできますが、平成30年度末で
終了予定です。

がん検診（胃がん・大腸がん・肝がん・肺がん・前立腺がん）については、
従来どおり、保険証の種類に関わらず、受診する事ができます。

積極的に受診しましょう。

平成30年度の元気いっぱい山中湖健康診査（特定健診及びがん検診）は次の予定で行います。
自分自身の健康づくりに役立ててください。
健診は南関東防衛局の特定防衛施設周辺整備交付金を活用しています。

平成30年　山中湖健康診査及び高齢者健診の日程 申込み期限　※期限厳守 対象者
20歳～７４歳
75歳以上の方

4月13日（金）まで
7月6日（金）まで

20歳～７４歳9月7日（金）まで

5月 14日（月）・15日（火）・16日（水）・17日（木）
7月 26日（木）・27日（金）
10月 5日（金）・9日（火）・10日(水）・11日（木）

健診会場：役場敷地内　老人福祉しあわせセンター

申込用の往復はがきを3月（75歳以上の方は5月）に送付しますので、必要事項を記入し、返信をおねがい
します。
がん検診のみ受診される方も返信用ハガキにて申し込みをしてください。
※申込期限を過ぎると健診の受付ができませんので、ご注意ください。

　受診される方の利便性を図るため、協会けんぽでは病院以外に検診車による健診を実施しています。
平成30年度にはその検診車が山中湖村に6月20日に配車されることになりました。詳細については3月に
協会けんぽ山梨県支部より各事業所に配布される「健康診断のご案内」をご覧ください。
　申し込み先は山中湖村ではなく健診機関になりますので、ご注意ください。

全国健康保険協会（協会けんぽ）ご加入の被保険者へのお知らせ

あなたは20歳～39歳、又は国民健康保険
加入者（40歳～74歳）ですか？

受診券については、来月号の「広報やまなかこ」をご覧ください。

社会保険被保険者（社保本人）ですか？
被扶養者ですか？

勤務先で健診を受診
してください

加入している保険者に特
定健診受診方法を確認し
てください

保険者が契約している健診機関を確認して受診し
てください

はい

社保本人

いいえ

被扶養者

勤務先で健康診査が実施されていますか？

加入している健康保険証の保険者より「特定
健康診査受診券」が送付されますか？

受診券の「契約とりまとめ機関名」に
「集合B」の記載がありますか？

全国健康保険協会（協会けんぽ）
の被扶養者ですか？実施される 実施されない

送付される 送付されない

はいいいえ

記載あり 記載なし

元気いっぱい山中湖健康診査の
「特定健康診査（基本健診）」が受診できます

問い合わせ　いきいき健康課　健康係　℡.62-9976
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
・
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
温
か
な
絆
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　 

1
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
住
民
代
表
に
よ
る「
協
議
体
」で
は
、さ
ら
な
る
高
齢
化

を
見
据
え
た「
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、こ
れ
ま
で
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、「
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
交
流
の
場
」に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て
い

く
方
向
に
な
り
ま
し
た
。

遠
方
の
お
友
達
は
、い
る
の
だ
け
ど
…
　

最
近
、誰
と
も
会
話
を
し
な
い
で
過
ご
す
事
が

増
え
た
な
…
。

な
ど
な
ど
、不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
チ
ー
ム
山
中
湖
見
守
り
隊
は
、高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
・
声
か
け
を
行

い
、温
か
い
絆
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
り
孤
立
化

を
防
ぎ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

活
動
内
容

月
に
1
回
程
度
、「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と

声
を
か
け
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
と
は

　
社
会
全
体
の
高
齢
化
が
今
後
急
速
に
進
む
事
、近
所
と
の
関
係
が
薄
れ
て
い
る
等

の
対
策
と
し
て
、地
域
づ
く
り
を
考
え
る
よ
う
国
の
方
針
と
し
て
生
活
支
援
体
制
整

備
協
議
体
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

声
か
け（
安
否
確
認
）を

受
け
た
い
方
を
募
集
し
ま
す

募
集

「 

茶 

話 

会 

」

★
対
象
者

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者（
原
則
75
歳
以
上
）

　
ご
興
味
の
あ
る
方
、是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
　
3
月
13
日（
火
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
　
　（
受
付
　
午
後
1
時
15
分
〜
）

場
所
　
　
　
旭
日
丘
公
民
館

内
容
　
　
　「
自
由
に
集
ま
れ
る
交
流
の
場
づ
く
り
」に
つ
い
て

申
込
み
　
　
2
月
1
日（
木
）〜 

2
月
23
日（
金
）

申
込
先
　
　
い
き
い
き
健
康
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
℡
6
2
‐
9
9
7
6

問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
６
２‐

９
９
７
６

　
ど
う
す
れ
ば
、こ
の「
交
流
の
場
」に
み
ん
な
が
集
う
の
か
、住
民
に
浸
透
す
る

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に
出
し
合
え
た
ら
と
思
い
、「
茶
話
会
」を
催
し
ま
す
。

　「
村
の
こ
と
は
我
が
ご
と
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、楽
し
く
意
見
を
交
わ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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山
中
湖
村
生
活
支
援
体
制

整
備
協
議
体
か
ら
の

「
参
加
者
募
集
」の
お
知
ら
せ

見
守
り
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

　「
見
守
り
隊
」は
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
・
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
温
か
な
絆
づ
く
り
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　 

1
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
住
民
代
表
に
よ
る「
協
議
体
」で
は
、さ
ら
な
る
高
齢
化

を
見
据
え
た「
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、こ
れ
ま
で
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
、「
住
民
が
気
軽
に
集
え
る
交
流
の
場
」に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て
い

く
方
向
に
な
り
ま
し
た
。

遠
方
の
お
友
達
は
、い
る
の
だ
け
ど
…
　

最
近
、誰
と
も
会
話
を
し
な
い
で
過
ご
す
事
が

増
え
た
な
…
。

な
ど
な
ど
、不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、

ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
チ
ー
ム
山
中
湖
見
守
り
隊
は
、高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
問
・
声
か
け
を
行

い
、温
か
い
絆
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
住
民
の
支
え
合
い
に
よ
り
孤
立
化

を
防
ぎ
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

活
動
内
容

月
に
1
回
程
度
、「
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」と

声
を
か
け
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
整
備
協
議
体
と
は

　
社
会
全
体
の
高
齢
化
が
今
後
急
速
に
進
む
事
、近
所
と
の
関
係
が
薄
れ
て
い
る
等

の
対
策
と
し
て
、地
域
づ
く
り
を
考
え
る
よ
う
国
の
方
針
と
し
て
生
活
支
援
体
制
整

備
協
議
体
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

声
か
け（
安
否
確
認
）を

受
け
た
い
方
を
募
集
し
ま
す

募
集

「 

茶 

話 

会 

」

★
対
象
者

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者（
原
則
75
歳
以
上
）

　
ご
興
味
の
あ
る
方
、是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時
　
3
月
13
日（
火
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
　
　（
受
付
　
午
後
1
時
15
分
〜
）

場
所
　
　
　
旭
日
丘
公
民
館

内
容
　
　
　「
自
由
に
集
ま
れ
る
交
流
の
場
づ
く
り
」に
つ
い
て

申
込
み
　
　
2
月
1
日（
木
）〜 

2
月
23
日（
金
）

申
込
先
　
　
い
き
い
き
健
康
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
℡
6
2
‐
9
9
7
6

問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
課
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
６
２‐

９
９
７
６

　
ど
う
す
れ
ば
、こ
の「
交
流
の
場
」に
み
ん
な
が
集
う
の
か
、住
民
に
浸
透
す
る

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に
出
し
合
え
た
ら
と
思
い
、「
茶
話
会
」を
催
し
ま
す
。

　「
村
の
こ
と
は
我
が
ご
と
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、楽
し
く
意
見
を
交
わ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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村
で
は
、自
主
財
源
の
確
保
と
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、山
中
湖
村
有
料
広
告
掲

載
要
綱
に
基
づ
き
山
中
湖
村
の
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者

（
次
の
表
に
該
当
す
る

方
）の
方
へ
の
助
成
の
期

限
は
、平
成
30
年
3
月

31
日
の
接
種
ま
で
で

す
。期
限
を
過
ぎ
る
と

全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、助
成

は
こ
の
1
度
の
み
と
な

り
ま
す（
5
年
後
の
助

成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。接

種
を
希
望
す
る
方
は
、

4
月
に
対
象
者
に
送
付

し
て
い
ま
す
紫
色
の
予

診
表
を
医
療
機
関
に

持
参
し
、早
め
の
接
種

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課
　
健
康
係
　
℡
6
2
‐
9
9
7
6

問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
　
医
療
保
険
係
　
℡
６
2‐

９
９
７
３

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係
　
℡
６
2‐

3
8
1
3

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
　
税
務
係
　
℡
６
２
‐
９
９
７
２

山
中
湖
村
体
育
協
会
主
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

●
競
技
ル
ー
ル

　
1
チ
ー
ム
4
名
以
上（
選
手
の
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
）。

　
原
則
と
し
て
男
女
混
合
チ
ー
ム
と
し
、競
技
者
に
は
必
ず
女
性
を
1

名
以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。女
性
の
み
の
チ
ー
ム
で
も
可
。

※
未
成
年
者
の
み
の
チ
ー
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り
　
2
月
28
日
（
水
）
ま
で

●
開
催
日

　3
月
7
日（
水
）

●
開
会
式

　午
後
6
時
30
分
〜

●
試
合
開
始

　午
後
7
時
〜

●
場
所

　村
民
体
育
館（
中
学
校
体
育
館
）

●
参
加
資
格

　中
学
生
以
上
の
村
民
及
び
村
内
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　い
る
方

●
参
加
費

　1
チ
ー
ム
1,
0
0
0
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

●
募
集
数

　先
着
16
チ
ー
ム

●
競
技
内
容

　ブ
ロ
ッ
ク
別
予
選
リ
ー
グ
戦
、順
位
決
定
戦

●
掲
載
封
筒

　長
形
３
号
の
裏
面（
４
枠
）

　
税
務
用
：
当
初
納
付
書（
固
定
資
産
税
・
住
民
税
及
び
翌
年
の
軽
自
動
車
税
）発
送
用
封
筒

　
※
広
告
掲
載
希
望
者
が
、募
集
枠
数
に
満
た
な
い
場
合
は
広
告
掲
載
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
掲
載
規
格（
広
告
の
大
き
さ
）
　長
形
３
号（
１
枠
）縦
４０
m
m
×
横
１
０
０
m
m

●
印
刷
枚
数

　長
形
３
号
　
３
２
，０
０
０
枚

●
掲
載
場
所

　封
筒
裏
面

●
色

　水
色

●
掲
載
料

　１
枠
　
３
２
，０
０
０
円

●
掲
載
期
間

　当
初
納
付
書（
固
定
資
産
税
・
住
民
税
及
び
翌
年
の
軽
自
動
車

　
　
　
　
　
　
税
）の
発
送
ま
で

●
募
集
期
間

　２
月
１
日（
木
）〜
２
月
２３
日（
金
）

応
募
方
法

〇
有
料
広
告
掲
載
申
込
書（
様
式
1
号
）に
広
告
の
原
稿（
F
D
等
）を
添
え
て
、

　
役
場
税
務
住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
広
告
掲
載
申
込
書
は
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

〇
募
集
す
る
広
告
は
、公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の
な
ど
、一
定
の
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。　

〇
募
集
広
告
が
、募
集
口
数
を
超
え
た
場
合
は
、先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

〇
広
告
の
掲
載
料
は
、一
括
前
納
を
お
願
い
し
ま
す
。（
広
告
主
が
掲
載
を
取
り
下
げ
る
場
合
、既
納
の

広
告
掲
載
料
は
返
還
し
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
要
綱
と
基
準
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、1
0,
0
0
1
枚
未
満
の
封
筒
数
に
つ
い
て
は
、基
準
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
1,
0
0
0
枚

に
つ
き
掲
載
料
1,
0
0
0
円
と
し
ま
す
。）　
　
　

〇
山
中
湖
村
有
料
広
告
掲
載
要
綱
・
広
告
掲
載
基
準
等
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ

山
中
湖
村
封
筒（
税
務
住
民
課
専
用
）へ
の

有
料
広
告
掲
載
を
募
集
し
ま
す

　
２
月
２８
日
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、３
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
未
納
が
あ
り
、保
険
者
証
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た

方
は
、更
新
の
ハ
ガ
キ
を
３
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、「
国
保
税
の
領
収
証
」と「
古
い
保
険
証
」を
持

参
の
う
え
、税
務
住
民
課
窓
口
に
て
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
し
ょ
か
？

　保
険
税
の
督
促
状
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、お

早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。納
付
状
況
の
確

認
を
し
た
い
場
合
は
、税
務
住
民
課
収
納
係（
℡

6
2
‐
9
9
7
2
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

確
定
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

　収
入
が
な
い
方
な
ど
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い

方
で
も
、申
告
が
な
い
と
保
険
税
の
軽
減
や
、自
己

負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
等
の
適
用
が
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
を

気
軽
に
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

※
相
談
は
無
料
で
、

　秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
女
性
政
策
係

℡
6
2‐

1
1
1
1

　
行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た
の
身
近
な

相
談
相
手
で
す
。役
所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ

と
・
知
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。な

ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日

　時
　
2
月
２3
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場

　所
　
役
場 

総
務
課
前 

相
談
室

●
行
政
相
談
委
員
　
羽
田
紘
明

※
総
務
大
臣
が
法
律
に
基
づ
い
て
委
嘱

　
し
て
い
ま
す

封筒裏面

広告掲載：No1

広告掲載：No2

広告掲載：No3

広告掲載：No4

平
成
29
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　なお、対象者のうち平成29年4月以降に本村に転入し、前住所地で接種をしていない
方には、役場にて予診表を配布しますので、いきいき健康課までご連絡ください。

＜平成29年度助成対象の方＞
年齢

(平成 29年度にこの年齢になる方 ) 対象の生年月日

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ

昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ

昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生まれ

昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生まれ

昭和7年4月2日～昭和8年4月1日生まれ

昭和2年4月2日～昭和3年4月1日生まれ

大正11年4月2日～大正12年4月1日生まれ

大正6年4月2日～大正7年4月1日生まれ
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村
で
は
、自
主
財
源
の
確
保
と
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、山
中
湖
村
有
料
広
告
掲

載
要
綱
に
基
づ
き
山
中
湖
村
の
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
対
象
者

（
次
の
表
に
該
当
す
る

方
）の
方
へ
の
助
成
の
期

限
は
、平
成
30
年
3
月

31
日
の
接
種
ま
で
で

す
。期
限
を
過
ぎ
る
と

全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、助
成

は
こ
の
1
度
の
み
と
な

り
ま
す（
5
年
後
の
助

成
は
あ
り
ま
せ
ん
）。接

種
を
希
望
す
る
方
は
、

4
月
に
対
象
者
に
送
付

し
て
い
ま
す
紫
色
の
予

診
表
を
医
療
機
関
に

持
参
し
、早
め
の
接
種

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課
　
健
康
係
　
℡
6
2
‐
9
9
7
6

問
い
合
わ
せ

税
務
住
民
課
　
医
療
保
険
係
　
℡
６
2‐

９
９
７
３

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係
　
℡
６
2‐

3
8
1
3

問
い
合
わ
せ
　
税
務
住
民
課
　
税
務
係
　
℡
６
２
‐
９
９
７
２

山
中
湖
村
体
育
協
会
主
催

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

●
競
技
ル
ー
ル

　
1
チ
ー
ム
4
名
以
上（
選
手
の
重
複
エ
ン
ト
リ
ー
は
不
可
）。

　
原
則
と
し
て
男
女
混
合
チ
ー
ム
と
し
、競
技
者
に
は
必
ず
女
性
を
1

名
以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。女
性
の
み
の
チ
ー
ム
で
も
可
。

※
未
成
年
者
の
み
の
チ
ー
ム
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り
　
2
月
28
日
（
水
）
ま
で

●
開
催
日

　3
月
7
日（
水
）

●
開
会
式

　午
後
6
時
30
分
〜

●
試
合
開
始

　午
後
7
時
〜

●
場
所

　村
民
体
育
館（
中
学
校
体
育
館
）

●
参
加
資
格

　中
学
生
以
上
の
村
民
及
び
村
内
事
業
所
に
勤
務
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　い
る
方

●
参
加
費

　1
チ
ー
ム
1,
0
0
0
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

●
募
集
数

　先
着
16
チ
ー
ム

●
競
技
内
容

　ブ
ロ
ッ
ク
別
予
選
リ
ー
グ
戦
、順
位
決
定
戦

●
掲
載
封
筒

　長
形
３
号
の
裏
面（
４
枠
）

　
税
務
用
：
当
初
納
付
書（
固
定
資
産
税
・
住
民
税
及
び
翌
年
の
軽
自
動
車
税
）発
送
用
封
筒

　
※
広
告
掲
載
希
望
者
が
、募
集
枠
数
に
満
た
な
い
場
合
は
広
告
掲
載
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
掲
載
規
格（
広
告
の
大
き
さ
）
　長
形
３
号（
１
枠
）縦
４０
m
m
×
横
１
０
０
m
m

●
印
刷
枚
数

　長
形
３
号
　
３
２
，０
０
０
枚

●
掲
載
場
所

　封
筒
裏
面

●
色

　水
色

●
掲
載
料

　１
枠
　
３
２
，０
０
０
円

●
掲
載
期
間

　当
初
納
付
書（
固
定
資
産
税
・
住
民
税
及
び
翌
年
の
軽
自
動
車

　
　
　
　
　
　
税
）の
発
送
ま
で

●
募
集
期
間

　２
月
１
日（
木
）〜
２
月
２３
日（
金
）

応
募
方
法

〇
有
料
広
告
掲
載
申
込
書（
様
式
1
号
）に
広
告
の
原
稿（
F
D
等
）を
添
え
て
、

　
役
場
税
務
住
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
広
告
掲
載
申
込
書
は
、村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他

〇
募
集
す
る
広
告
は
、公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の
な
ど
、一
定
の
制
限
を
設
け
て
い
ま
す
。　

〇
募
集
広
告
が
、募
集
口
数
を
超
え
た
場
合
は
、先
着
順
で
決
定
し
ま
す
。

〇
広
告
の
掲
載
料
は
、一
括
前
納
を
お
願
い
し
ま
す
。（
広
告
主
が
掲
載
を
取
り
下
げ
る
場
合
、既
納
の

広
告
掲
載
料
は
返
還
し
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
要
綱
と
基
準
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、1
0,
0
0
1
枚
未
満
の
封
筒
数
に
つ
い
て
は
、基
準
第
９
条
の
規
定
に
よ
り
1,
0
0
0
枚

に
つ
き
掲
載
料
1,
0
0
0
円
と
し
ま
す
。）　
　
　

〇
山
中
湖
村
有
料
広
告
掲
載
要
綱
・
広
告
掲
載
基
準
等
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
の
お
知
ら
せ

山
中
湖
村
封
筒（
税
務
住
民
課
専
用
）へ
の

有
料
広
告
掲
載
を
募
集
し
ま
す

　
２
月
２８
日
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、３
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
未
納
が
あ
り
、保
険
者
証
が
郵
送
さ
れ
な
か
っ
た

方
は
、更
新
の
ハ
ガ
キ
を
３
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、「
国
保
税
の
領
収
証
」と「
古
い
保
険
証
」を
持

参
の
う
え
、税
務
住
民
課
窓
口
に
て
交
換
し
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
し
ょ
か
？

　保
険
税
の
督
促
状
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、お

早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。納
付
状
況
の
確

認
を
し
た
い
場
合
は
、税
務
住
民
課
収
納
係（
℡

6
2
‐
9
9
7
2
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

確
定
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
！

　収
入
が
な
い
方
な
ど
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い

方
で
も
、申
告
が
な
い
と
保
険
税
の
軽
減
や
、自
己

負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
等
の
適
用
が
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
を

気
軽
に
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

※
相
談
は
無
料
で
、

　秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
　
女
性
政
策
係

℡
6
2‐

1
1
1
1

　
行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た
の
身
近
な

相
談
相
手
で
す
。役
所
の
仕
事
で
困
っ
た
こ

と
・
知
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。な

ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日

　時
　
2
月
２3
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

●
場

　所
　
役
場 

総
務
課
前 

相
談
室

●
行
政
相
談
委
員
　
羽
田
紘
明

※
総
務
大
臣
が
法
律
に
基
づ
い
て
委
嘱

　
し
て
い
ま
す

封筒裏面

広告掲載：No1

広告掲載：No2

広告掲載：No3

広告掲載：No4

平
成
29
年
度

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　なお、対象者のうち平成29年4月以降に本村に転入し、前住所地で接種をしていない
方には、役場にて予診表を配布しますので、いきいき健康課までご連絡ください。

＜平成29年度助成対象の方＞
年齢

(平成 29年度にこの年齢になる方 ) 対象の生年月日

65歳

70歳

75歳

80歳

85歳

90歳

95歳

100歳

昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ

昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ

昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生まれ

昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生まれ

昭和7年4月2日～昭和8年4月1日生まれ

昭和2年4月2日～昭和3年4月1日生まれ

大正11年4月2日～大正12年4月1日生まれ

大正6年4月2日～大正7年4月1日生まれ
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ReportReport

　
１１
月
２６
日（
日
）、ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回
山

梨
県
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
、本
村
の
嶋
田
高
光
さ
ん
が
70
〜
74
歳
の
部
で
知
事
よ
り

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
嶋
田
さ
ん
は
、現
在
１
日
3
〜
4
回
の
歯
磨
き
、年
3
〜
4
回

の
歯
科
検
診
、歯
間
ブ
ラ
シ
等
を
利
用
し
た
ケ
ア
や
歯
茎
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。散
歩
や
農
園
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、健
康
的
な
生
活
に
も

留
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
や
口
の
健
康
は
、毎
日
の
食
事
を
お
い
し
く
楽
し
む
だ
け

で
は
な
く
、人
と
の
会
話
や
交
流
に
つ
な
が
り
、活
力
あ
る
生
活

を
し
て
い
く
た
め
に
も
重
要
で
す
。日
々
の
ケ
ア
の
積
み
重
ね

が
、全
身
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
定
期
的
な
歯
科
検
診
か
ら
、健
康
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
１
月
７
日（
日
）、村
主
催
に
よ
る
平
成
３０
年
成
人
式
が

山
中
湖
村
公
民
館
で
行
わ
れ
、本
村
で
は
６０
名
の
新
成
人

が
大
人
へ
の一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
来
賓
・
ご
家
族
が
見
守
る
中
、式
典
が
行
わ

れ
、新
成
人
者
に
高
村
文
教
村
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。式
典
終
了
後
に
は
、中
学
校
時
代
の
恩
師
の
方
々

に
よ
る
お
祝
い
や
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
紹

介
し
ま
し
た
。

山
中
湖
村
診
療
所
歯
科

　高
村
敬
純
医
師
よ
り

　
嶋
田
さ
ん
は
日
頃
か
ら
、ご
自
身
の
歯
、歯
肉
、噛
み
あ
わ

せ
な
ど
を
理
解
し
、適
切
な
口
腔
ケ
ア
を
実
践
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
口
内
に
は
、1
0
0
0
億
以
上
の
細
菌
が
存
在
し
、虫
歯

や
歯
周
病
、さ
ら
に
は
全
身
の
病
気
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
歯
科
の
病
気
は
、「
日
常
の
歯
磨
き
」「
早
期
発
見
、治
療
、

長
期
観
察
」が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、定
期
的
な
歯
科

を
受
診
が
大
切
で
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
、お
い
し
く
食
事

を
し
て
、気
分
よ
く
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
を
受
賞

山
中
湖
ペ
ン
シ
ョ
ン
ユ
ニ
オ
ン

創
立
35
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

新春に新成人者の門出を祝う

《記念品受領者》 高村致徳さん
　　　　　　　 渡邊めぐみさん

《名簿読み上げ》 長田　俊さん
　　　　　　　 渡邉千景子さん

《成人者謝辞》 羽田　静菜さん 《誓いのことば》高村　快さん

平成３０年 山中湖村消防団出初式

　
山
中
湖
村
消
防
団
出
初
式
が
１
月
７
日
山
中
湖
村
プ
ー
ル

併
用
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、山
中
湖
村
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
で
放
水
訓
練
が

行
わ
れ
、晴
天
の
冬
空
に
勢
い
よ
く
水
し
ぶ
き
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、退
職
幹
部
職
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈
や
、消
防
団

員
の
表
彰
等
が
行
わ
れ
、昼
夜
を
問
わ
ず
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
り
続
け
て
い
る
消
防
団
員
に
対
し
、活
動
を
労
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、新
入
団
員
の
遠
山
　
捷
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
は
、今
後
と
も
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
11
月

29
日（
水
）、ホ
テ
ル

エ
ク
シ
ブ
山
中
湖
に

お
い
て
、「
感
謝
＆
リ

ボ
ー
ン
＆
期
待
」を

テ
ー
マ
に
山
中
湖
ペ

ン
シ
ョ
ン
ユ
ニ
オ
ン
創

立
35
周
年
記
念
式

典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。（
榎
原
寿

会
長
）

　
式
典
で
は
、「
私
の

考
え
る
山
中
湖
観

光
の
こ
れ
か
ら
」を

テ
ー
マ
に
、（
一
社
）山

中
湖
観
光
協
会
事

務
局
長
の
横
山
知

己
氏
、同
協
会
副
会
長
、長
谷

敏
明
氏
に
よ
る
記
念
対
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、懇
親

会
の
席
上
で
は
、ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
、田
巻
純
江
様
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、本
村
出

身
の
鏡
味
味
千
代
様
に
よ
る

太
神
楽
曲
芸「
傘
の
曲
」が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

退職幹部
城　　　明 様（前消防団長）
長田　栄雄 様（前副団長）
渡邊　正美 様（前副団長）
杉浦　寛明 様（前第１分団長）
坂本　文建 様（前第２分団長）
高村　吉男 様（前第３分団長）
羽田　由信 様（前第４分団長）
長田　明大 様（前第５分団長）
長田　治大 様（前第６分団長）

村長感謝状

高村　竜司（第１分団長）
富士・東部地域県民センター所長表彰

高村　佳光（第３分団班長）
長田　安弘（第５分団々員）
長田　貴仁（第６分団々員）
渡辺　敬介（第６分団々員）

富士吉田警察署長・
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１１
月
２６
日（
日
）、ア
イ
メ
ッ
セ

山
梨
で
開
催
さ
れ
た
第
31
回
山

梨
県
高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
、本
村
の
嶋
田
高
光
さ
ん
が
70
〜
74
歳
の
部
で
知
事
よ
り

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
嶋
田
さ
ん
は
、現
在
１
日
3
〜
4
回
の
歯
磨
き
、年
3
〜
4
回

の
歯
科
検
診
、歯
間
ブ
ラ
シ
等
を
利
用
し
た
ケ
ア
や
歯
茎
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
を
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。散
歩
や
農
園
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、健
康
的
な
生
活
に
も

留
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歯
や
口
の
健
康
は
、毎
日
の
食
事
を
お
い
し
く
楽
し
む
だ
け

で
は
な
く
、人
と
の
会
話
や
交
流
に
つ
な
が
り
、活
力
あ
る
生
活

を
し
て
い
く
た
め
に
も
重
要
で
す
。日
々
の
ケ
ア
の
積
み
重
ね

が
、全
身
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
定
期
的
な
歯
科
検
診
か
ら
、健
康
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
１
月
７
日（
日
）、村
主
催
に
よ
る
平
成
３０
年
成
人
式
が

山
中
湖
村
公
民
館
で
行
わ
れ
、本
村
で
は
６０
名
の
新
成
人

が
大
人
へ
の一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
ご
来
賓
・
ご
家
族
が
見
守
る
中
、式
典
が
行
わ

れ
、新
成
人
者
に
高
村
文
教
村
長
よ
り
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。式
典
終
了
後
に
は
、中
学
校
時
代
の
恩
師
の
方
々

に
よ
る
お
祝
い
や
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
紹

介
し
ま
し
た
。

山
中
湖
村
診
療
所
歯
科

　高
村
敬
純
医
師
よ
り

　
嶋
田
さ
ん
は
日
頃
か
ら
、ご
自
身
の
歯
、歯
肉
、噛
み
あ
わ

せ
な
ど
を
理
解
し
、適
切
な
口
腔
ケ
ア
を
実
践
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
口
内
に
は
、1
0
0
0
億
以
上
の
細
菌
が
存
在
し
、虫
歯

や
歯
周
病
、さ
ら
に
は
全
身
の
病
気
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
歯
科
の
病
気
は
、「
日
常
の
歯
磨
き
」「
早
期
発
見
、治
療
、

長
期
観
察
」が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、定
期
的
な
歯
科

を
受
診
が
大
切
で
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
、お
い
し
く
食
事

を
し
て
、気
分
よ
く
生
活
し
た
い
も
の
で
す
。

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
を
受
賞

山
中
湖
ペ
ン
シ
ョ
ン
ユ
ニ
オ
ン

創
立
35
周
年
記
念
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

新春に新成人者の門出を祝う

《記念品受領者》 高村致徳さん
　　　　　　　 渡邊めぐみさん

《名簿読み上げ》 長田　俊さん
　　　　　　　 渡邉千景子さん

《成人者謝辞》 羽田　静菜さん 《誓いのことば》高村　快さん

平成３０年 山中湖村消防団出初式

　
山
中
湖
村
消
防
団
出
初
式
が
１
月
７
日
山
中
湖
村
プ
ー
ル

併
用
村
民
体
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で
行
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ま
し
た
。
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ま
し

た
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表
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財
産
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に
対
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労
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ま
し
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。

　
ま
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ま
し
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。
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へ
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お
願
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た
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ま
す
。

　
平
成
29
年
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29
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リ

ボ
ー
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＆
期
待
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テ
ー
マ
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山
中
湖
ペ

ン
シ
ョ
ン
ユ
ニ
オ
ン
創

立
35
周
年
記
念
式

典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。（
榎
原
寿

会
長
）
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山
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光
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か
ら
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光
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ラ
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ニ
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サ
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村
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身
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鏡
味
味
千
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に
よ
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太
神
楽
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芸「
傘
の
曲
」が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

退職幹部
城　　　明 様（前消防団長）
長田　栄雄 様（前副団長）
渡邊　正美 様（前副団長）
杉浦　寛明 様（前第１分団長）
坂本　文建 様（前第２分団長）
高村　吉男 様（前第３分団長）
羽田　由信 様（前第４分団長）
長田　明大 様（前第５分団長）
長田　治大 様（前第６分団長）

村長感謝状

高村　竜司（第１分団長）
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【
女
と
男
い
き
い
き
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
】

 

っ
て
何
! ?

男女共同参画社会を目指して 2 月 号

　
ど
ん
な
委
員
会
な
の
か
？
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
。他
市
町
村
に
も
存
在
す
る
の
か
。な
ど
ま
っ
た
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、最
初
に
メ
ン
バ
ー
の
構
成
に
驚
き
ま
し
た
。男
女
、年
齢
は
幅
広
く
活
動
さ

れ
て
い
て
、【
男
女
共
同
参
画
社
会
】を
推
進
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
】と
は
、「
男
女
が
、社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、経
済
的
、社

会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、か
つ
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」で
す
。（
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
第
２
条
）

【
参
画
】と
は
単
な
る
参
加
で
は
な
く
、主
体
的
に
意
思
決
定
の
過
程
か
ら
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

　
２
０
１
７
年
度
山
中
湖
で
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、他
市
町
村
の
活
動
内
容
も
様
々
で
、資

料
に
よ
る
と
防
災
・
環
境
問
題
・
病
気
、健
康
管
理
・
イ
ク
メ
ン・
子
育
て
問
題
・
Ｄ
Ｖ
問
題
・
婚
活
・
高
齢
化
問
題
・

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
・
て
づ
く
り
お
せ
ち
料
理
の
作
り
方
な
ど
、実
に
幅
が
広
い
と
感
じ
ま
す
。

　
私
は
、若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
誰
も
が
健
康
な
状
態
を
維
持
し
、長
生
き
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
人
の
願
い
で
あ
り
、希
望
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
沿
っ
て
、社
会
で
活
躍
し
た
り
、余
暇
を
楽
し
ん
だ
り
す

る
な
ど
、生
き
生
き
と
し
た
実
り
豊
か
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
な
社
会
構
築
…
そ
ん
な
活
動
、発
信
の
お
手
伝
い

に
少
し
で
も
お
役
に
た
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、幸
い
で
す
。ま
た
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
参
画
し
て
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
．Ｙ
）

　
渡
辺
加
代
子
先
生
に
御
指
導
い

た
だ
き
五
人
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

月
に
２
回
、木
曜
午
後
１
時
よ
り
先

生
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。他
、木

曜
・日
曜
は
自
主
練
習
。素
敵
な
曲

に
の
っ
て
各
種
目
の
ウ
ォ
ー
ク
を
練

習
し
て
ま
す
。　

　
残
念
な
が
ら
男
性
が
お
り
ま
せ

ん
。ど
う
ぞ
御
参
加
く
だ
さ
る
こ
と

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山中湖村文化協会では多くの方々に活動内容を知っていただきたく、各部の紹介を行っています。

山中湖村文化協会　所属団体の紹介

問
い
合
わ
せ
　
山
中
湖
村
文
化
協
会
事
務
局
　
℡
６
２
‐
３
８
１
３

健
康
ダ
ン
ス

（
社
交
ダ
ン
ス
）

　
会
員
５
名
の
同
好
会
で
す
。互
い

に
誠
実
と
信
頼
の
中
で
作
陶
を
す

る
教
室
で
す
。

　
11
月
、会
納
め
の
研
修
旅
行
で
笠

間
焼
と
そ
の
美
術
館
等
々
を
巡
り
見

学
。陶
芸
の
民
芸
運
動
も
垣
間
見
、楽

し
く
学
ぶ
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
で
技
を
磨
き
、美

意
識
も
加
え
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

蒼
生
窯
・

陶
芸
倶
楽
部

問い合わせ
申し込み

ぴゅあ富士イベント情報
ぴゅあ富士 ℡.0554-45-1666

2月10日（土）自己実現のMethod
〈無料〉13：30～15：00

講師／谷内夏子　やまなし・しごとプラザサテライト

無料託児／なし 対象／一般（高校生以上）15名 持ち物／筆記用具

3月3日（土） カカオワークショップ＆ドリップワークショップ 材料費
〈2,000円〉  9：30～12：30

13：30～16：00

講師／竹林利朗

無料託児／なし 対象／一般（高校生以上）15名 持ち物／なし
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、幸
い
で
す
。ま
た
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
参
画
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ｔ
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）

　
渡
辺
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子
先
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御
指
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た
だ
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お
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す
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に
２
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曜
午
後
１
時
よ
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先

生
に
お
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で
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だ
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す
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、木

曜
・日
曜
は
自
主
練
習
。素
敵
な
曲

に
の
っ
て
各
種
目
の
ウ
ォ
ー
ク
を
練

習
し
て
ま
す
。　
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加
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り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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山中湖村文化協会では多くの方々に活動内容を知っていただきたく、各部の紹介を行っています。
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問
い
合
わ
せ
　
山
中
湖
村
文
化
協
会
事
務
局
　
℡
６
２
‐
３
８
１
３

健
康
ダ
ン
ス

（
社
交
ダ
ン
ス
）

　
会
員
５
名
の
同
好
会
で
す
。互
い

に
誠
実
と
信
頼
の
中
で
作
陶
を
す

る
教
室
で
す
。

　
11
月
、会
納
め
の
研
修
旅
行
で
笠

間
焼
と
そ
の
美
術
館
等
々
を
巡
り
見

学
。陶
芸
の
民
芸
運
動
も
垣
間
見
、楽

し
く
学
ぶ
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
で
技
を
磨
き
、美

意
識
も
加
え
る
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

蒼
生
窯
・

陶
芸
倶
楽
部

問い合わせ
申し込み

ぴゅあ富士イベント情報
ぴゅあ富士 ℡.0554-45-1666

2月10日（土）自己実現のMethod
〈無料〉13：30～15：00

講師／谷内夏子　やまなし・しごとプラザサテライト

無料託児／なし 対象／一般（高校生以上）15名 持ち物／筆記用具

3月3日（土） カカオワークショップ＆ドリップワークショップ 材料費
〈2,000円〉  9：30～12：30

13：30～16：00

講師／竹林利朗

無料託児／なし 対象／一般（高校生以上）15名 持ち物／なし
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山中湖で船舶を乗入れ予定の方は、届出の事前提出（最初の乗入日の２週間前まで）が必要です。

問い合わせ　観光課　総合窓口係　TEL.62-9977

富士五湖で船舶（動力船）を利用される方へご案内

＜補足＞■「船舶届」：動力船を富士五湖で初めて乗入れる場合、山中湖村か富士河口湖町のどちらかに提出
　　　   ■その他届出：「氏名等変更届」、「船舶承継届」、「届出済証再交付申請書」、「推進機関の出力等変更届」等
　　　  　（住所・所有者・推進機関の出力・騒音防止の方法等に変更があった場合、届出が必要）
　　　  ■山中湖に船舶の乗り入れを予定している方及び届出内容に変更内容のある方は、
　　　  　必要な届出を添付書類とともに山中湖村または富士河口湖町まで提出してください。
　　　  ■添付書類及び様式のダウンロードについて
　　　  　http://www.vill.yamanakako.lg.jp（山中湖村ホームページ「船舶利用について」）

富士五湖での乗入が初めてとなる船舶の場合
→「船舶届」（初年度のみ）及び「航行届」の提出が必要です《同時受付可》

「船舶届」の提出が済んでおり（富士五湖登録済）、山中湖で乗り入れる場合
→「船舶届」を山中湖村に提出してください（船舶を乗り入れる湖の自治体に年度ごと提出が必要です。）

平成30年度《航行届》受付は2月1日から開始されます。

問い合わせ　山中湖温泉 紅富士の湯　℡.20-2700

山中湖温泉紅富士の湯「朝風呂」
2月末まで、土曜・日曜・祝日は午前6時より営業いたします。
温泉から「紅富士」が見られる機会となります。
皆さんぜひご利用ください。

山中湖交流プラザきらら
TEL.20-3111http://www.kirarayamanakako.jp/　TEL.20-3111

山中湖交流プラザきらら内スポーツ部門・スポーツ教室担当スタッフ（杉山）
TEL.20-3111  FAX.20-3112申し込み・問い合わせ

山中湖交流プラザきらら内　NPO法人富士山自然学校
TEL.20-3111 または 090-2740-4000申し込み・問い合わせ

中国式健康体操

今年で１２回目となるアイスキャンドル祭りが、２月１７日（土）の夕方、交流プラザきららで開催されます。
このイベントには3,000個の氷柱が必要で、そのお手伝い（ボランティア）を募集しています。

今年もアイスキャンドル祭りが行われます

　中国人講師の 王 先生が「練功十八法」・「武當古老養身功」・「太極
拳」をアレンジして、誰でも無理なく楽しめる健康体操になっております。ゆっ
くりとした中国音楽にあわせてカラダを動かしていくので、レッスン後はカラダ
の芯から温かくなってきます。運動に自信のない方でも安心して参加できま
すので、この機会に本場中国の健康法を覚えてみませんか。

◎日　時：月曜日　午前10時～11時　※2月は5，19，26日です。
◎料　金：550円（1回分）　　◎定　員：15名程度

◎２月１１日（日）１０時～ 　牛乳パックへの水入れ・調整
◎２月１７日（土）１１時３０分～ 　冷凍パックの開封、アイスキャンドルの配列・点灯

ベーシックヨガ
　ゆっくりと自分のペースに合わせて、やさしいヨガのポーズを中心におこなう
ので、初心者の方でも安心してご参加できます。また、ヨガには自律神経の調
和、内臓の活性化、血液循環の促進などうれしい効果が期待できますので、
カラダを引き締めたい方、心身ともにリフレッシュしたい方は、ぜひ体験してみ
てください。
◎日　時：月曜日　午後１時３０分～２時４５分　※2月は５，１９，２６日です。
◎料　金：800円（1回分）　　◎定　員：15名程度

どなたでも参加・体験ができますので、ご興味がある方はご連絡ください。
また、体験を希望される方は1回無料で参加できます。

山中湖ダイヤモンド富士ウィークス

問い合わせ　（一社）山中湖観光協会　TEL.62-3100

　山中湖から見られる「ダイヤモンド富士」。その知名度は
年々上がり、全国からその現象を見にたくさんの方が山中湖
を訪れます。
　湖畔からダイヤモンド富士が見られる期間を「ダイヤモン
ド富士ウィークス」と銘打って、アイスキャンドルフェスティバ
ルのイベントを開催します。

　この時期ならではの感動を是非ご覧ください。
　なお、「山中湖富士山雪まつり」も2月18日(日)まで、交流プ
ラザきららにて開催しています。

≪アイスキャンドルフェスティバル開催≫
◎２月１７日（土）　交流プラザきらら

会場にて午後５時４５分より点灯式典、
午後６時頃花火の打ち上げをします。
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山中湖情報創造館
TEL:  0555-20-2727  ／  FAX:  0555-62-4000
E-mail:   info@lib-yamanakako.jp
Web Site: http://www.lib-yamanakako.jp/
 http://www.lib-yamanakako.jp/i/

毎日9：30開館→19：00閉館
(１２月から３月まで)

２月の月末休館日は
２８日（水）

蔵書点検のお知らせ
２月５日（月）～ ２月９日（金）
　平成２９年度蔵書点検のため、上記５日間休館
させていただきます。

＊返却期限の過ぎている図書・CD・DVDなどが
　お手元にある方は、早急にご返却ください。
＊未返却資料については、電話で確認することが
　できます。　
　電話番号：０５５５－２０－２７２７

山中湖エコミュージアム

宝ボワークショップ
毎月１回　開催しています！

２月２０日（火）　
　　午後６時 ３０分～８時３０分

宝ボの活動は、誰もが山中湖村に生まれて、暮らして、
来て、良かった !! と思える村をめざし、先人たちが築
いてきた山中湖村を引き継ぎ、さらなる発展を遂げる
ために、みんなで力を合わせて、新しいまちづくりに
取り組むことを目的としています。みなさんでお誘い
合わせの上、お気軽にご参加ください。

コラム　その １３８　『関係人口』という言葉を、最
近よく耳にします。少子高齢化が進行中の日本の成長戦略のな
かで、移住による『定住人口（居住人口）』を増やす取り組みと、
観光のような一時的な滞在者などの『交流人口』を増やす取り
組みがありますが、観光以上定住未満でも地域との関係を密に

する人たちを『関係人口』と呼び始めたようです。
　山中湖村ではすでに、季節によって来村される別荘の利用者
の方、山中湖で生まれ育ち就学や就職のために村を離れた方々、

かつて山中湖で仕事をしていたが今は村を離れている方、そ
して遠くから山中湖村のことを想い続けているふるさと納税を
していただいている方々など、実に多くの方々が山中湖村の関
係人口なのです。
　そうした山中湖村への想いを寄せてくれる方々との縁を切ら
ないためにも、例えば情報創造館の「電子図書館サービス」な
ら来館せずに利用することができますので、関係人口と「ご縁」
をつなぐ仕掛けになればいいな、と思っております。

館長　丸山 高弘

  

電子書籍サービス
　

寒い冬こそ、お家で読書！
　利用者カードをお持ちの方は、パス
ワードを登録するだけで、電子書籍サー
ビスを利用することができます。
ぜひ、お家読書をお楽しみください！

おはなしタイム 
＆

図書館でレゴ

２月２５日（日）　
☆　おはなしタイム　
　　　午後２時からはじまるよ～！
☆　図書館でレゴ
　　　午前１０時 ～ 午後３時
　＊大人の方もご一緒にどうぞ！　

2 月２３日は
富士山の日です。

　山中湖情報創造館には富士山資料がたく
さんあります。歴史や伝説を知るもよし、
写真集を見るもよし、来年の富士登山に備
えるのもよし、写真の撮り方を学ぶもよし。
 いろいろな目的で活用してください。
　富士山コーナーとミニ特集コーナーをご
用意し、お待ちしております。

 日　付 曜日 イベント名 対　象 申　込 費　用 時　間

☆毎週☆ 月 月曜日　こどもの時間 ☆小さなこどもの優先時間☆ 午前１０時～午後３時

☆毎週☆ 火 ）室教ンコソパ（ ンロサCP どなたでも 要 要 午前１０時～１１時３０分

５日～９日 月～金 蔵　書　点　検　の　た　め　休　館　　 終日

１０日 土
山梨県富士山総合学術調査研究シンポ

』遷変の路詣参と害災の山士富『 ムウジ
どなたでも － － 午後１時 受付開始

２０日 火 宝ボワークショップ どなたでも － － 午後６時３０分～８時３０分

２５日 日

フリーマーケット どなたでも － － 午前１０時～午後３時

おはなしタイム 小学生以下 － － 午後２時～２時３０分

図書館でレゴ どなたでも － － 午前１０時～午後３時

２８日 水 　　　　　　　　　月　　末　　休　　館　　日

 ◆　情報創造館２月のイベントカレンダー ☆イベント予定は天候等により変更することがあります。ご確認の上お出かけください。  電話：２０－２７２７

《ネイチャールームは冬季お休みさせていただきます。春の開催まで、しばらくお待ちください。》
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２月５日（月）～ ２月９日（金）
　平成２９年度蔵書点検のため、上記５日間休館
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山中湖エコミュージアム

宝ボワークショップ
毎月１回　開催しています！
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館長　丸山 高弘

  

電子書籍サービス
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＆
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　　　午後２時からはじまるよ～！
☆　図書館でレゴ
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図書館でレゴ どなたでも － － 午前１０時～午後３時
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 ◆　情報創造館２月のイベントカレンダー ☆イベント予定は天候等により変更することがあります。ご確認の上お出かけください。  電話：２０－２７２７

《ネイチャールームは冬季お休みさせていただきます。春の開催まで、しばらくお待ちください。》



保育所から園庭開放のおしらせ

４月から入所・入園をひかえているママさんへのお知らせです

　山中保育所では(月・水・金)・平野保育所では
(月～金)の9:00～11:30行っています。雪が
降ったら雪遊びもできますので、雪遊びの準備
もお願いします。

つどいの広場　62－2010
平野保育所　　65－8542

　つどいの広場では、新しく保育所や幼稚園に入園なさる方に、土用カバンや上履き入
れ、パジャマ入れの袋などの作り方を教えています。市販の物もいいですがお母さんの
手づくりは世界に一個です。生地や糸は持参です。（ミシンは広場で用意します）布はど
のくらい必要？どんなものが必要？など分からない事は広場スタッフに気軽に声をかけて
みてください。
　２月に入ったら随時始めますのでよろしくお願いします。

　つどいの広場では、広場に遊びに来る事で

人の話を聞いたり、自分の話を聞いてもらった

りする事で、新しい自分の発見につながると好

評です。広場に遊びに来て、子育ての楽しさや

大変さを共有しましょう。年齢問わず興味があ

る方の参加をお待ちしています。講座や子育て

教室の際は託児も行っていますのでお申し込

みの際にお知らせください。

 つどいの広場（62－2010）

広報やまなかこ 2018年2月号

開催日 イベント名 開催場所 時間 内　　　容

14日（水）

2日（金） 節分の集い
(要予約)

●「広場じゃんけんぽん」恒例の豆まきを楽しみたいと思い
ます。身の回りの邪気をみんなで払いましょう。

26日（月）
身体測定
情報創造館館長さんの
絵本の読み聞かせ
誕生日会

●開館時間中ならいつでも測定ができます。
●情報創造館の館長さんによる、お薦めの絵本の紹介や
楽しいお話会も開催しています。
●２月生まれのおともだちをお祝いします。ランチ参加者は
１品持ち寄り日です。みんなで１品持ち寄ってワイワイ食
べましょう。

つどいの広場
〈11時～〉

7日（水）

●ネイティブな英語に触れ、親子で
英語に親しみましょう！英語の絵
本や英語の歌など身近な英語に
触れ、親子で楽しみましょう！
　今回もママさん達を対象に英会
話教室も開催します。

山中保育所会議室
〈10時30分～〉

子育て教室

●テリー渡辺さん

●森の中の絵本館からのお届けです。
　やさしい語りかけで絵本の楽しさを紹介してくれます。

つどいの広場
〈11時15分～〉

つどいの広場
〈11時30分～〉

じゃんけんぽんじゃんけんぽんじゃんけんぽん

つどいの広場

No.160
2月の予定

簡単な英会話を学ぼう
(要予約・託児有り）
英語で遊ぼう

絵本の読み聞かせ会
●森の中の絵本館石井さん

9日（金）
●毎回好評の子育て教室です。乳児には
ベビーマッサージでリラックス、キッズ
は音楽に合わせて身体を動かし親子で
一緒にリフレッシュしましょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

つどいの広場
〈10時30分～〉

子育て教室

●講師　石倉秀子さん
ベビー＆キッズビクス(要予約)

19日（月）
●お子さんの本当の靴のサイズを知っていますか？靴選び
の５つのポイントを専門家に教えていただきましょう！ま
た、自分の本当の靴のサイズを実測してもらいましょう！

つどいの広場
〈10時30分～〉

子育て教室

●講師　岡洋介氏
元気な足づくり講座(要予約)

山中湖村社会福祉協議会

2月の予定
内　容

給食サービス（ひとり暮らし等）
おむつ配布サービス

曜 日
火
金

日　程
6･13･20･27日

9日

ありがとうございました。
ご寄附をいただきました。

サロン活動
平野サロン 千羽鶴をプレゼント
　山中湖村では、現在７つのサロンが活動しています。今
回、平野サロンでは、千羽鶴を作り平野保育所にプレゼント
をしました。様々な繋がりを持ちながら活動しています。

災害時の支援協定締結
富士五湖青年会議所と七市町村社会福祉協議会
　富士五湖青年会議所と七市町村の社会福祉協議会
は平成２９年１０月３１日、災害時の支援協定を結びまし
た。協定によって、災害時に同青年会議所が災害ボラン
ティアセンターの設置や運営などを担ったり、平常時から
会議や訓練等を行う事で、効率的で効果的な復興につな
がることを目指します。

山梨県の優秀賞に山中湖村からは５名が選ばれました！
　山梨県では２月を「ボランティア・ＮＰＯ活動推進月間」と定め啓発・普及に取り組んでいます。
　第４１回山梨県ボランティア・NPO活動推進月間ポスターに県内小中高校より１９６作品が寄せ
られ、山中湖村では村内の小・中学校より１０５作品を応募しました。その中から優秀賞に５名の方
が選ばれました。おめでとうございます。
　２月１５月から２８日まで、応募作品全てをイオンモール甲府昭和店内にて展示しています。みな
さん是非足を運んでみてください。

《寄付者》
・山中湖ロータリークラブ 様
・海野 澄男 様
・平野サロン 様
・山中湖村婦人会 様 （１円募金）
・第19回山中湖ボランティアまつり 実行委員会 様

２月は｢ボランティア・
NPO活動推進月間｣です！

高村柊子さん
（山中湖中学校１年）

田村亜未さん
（東小学校４年）

渡部官兵衛さん
（山中小学校３年）

桑原 杏さん
（山中小学校３年）

牛田圭美さん
（山中小学校３年）

※ 詳しいサロン活動についてはお問合せください。

山中湖村山中２３７－１（山中湖村役場内）   TEL.６２－２２２７
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広報やまなかこ 2018年2月号

　富士山五合目周辺において自然解説や自然保護の啓発をする自然解説員を募集します。

　組合が発注する建設工事や物品の納入等を希望する事業者は、事前に指名競争入札参加資格申請書
を提出し、登録を受ける必要があります。
　平成２９・３０年度につきましては、次の内容により追加申請を受け付けます。

　クローバー牧場で飼育されている馬たちの馬糞を一般の家庭菜園用、農家の畑作の堆肥用として無
料で差し上げます。よけいな配合飼料を一切加えない乾草だけを食べているので堆肥用としてとても
良質な馬糞です。現在利用されている方からも大変好評をいただいています。直接取りに来られる方、
ご連絡ください。運搬・下ろし作業に便利な軽トラックダンプの貸出も可能です（実費）。

　詳しい内容は、ホームページをご覧になるか、電話又は電子メールにてお問い合わせください。

◆募集人員 20名程度
◆勤務期間 5月1日～10月31日（事務局の要請に応じて勤務していただきます。）
◆勤務時間 午前9時00分～午後4時30分     ◆勤務地   富士山五合目総合管理センター
◆賃金  日給7,450円                        ◆募集締切  3月9日（金）（当日消印有効）
◆申込方法 申込書に必要事項を記入し、書類を添付のうえ、郵送または持参してください。

◆提出書類 指名競争入札参加資格申請書（組合指定様式）及び添付書類
  ※組合指定様式については、ホームページよりダウンロード可。
  また、受付場所（企画財政課）でも用意してあります。（無料）
◆受付期間 ２月１日（木）～２月２８日（水）　（土・日・祝日は除く）
◆受付時間 午前９時～正午　/　午後１時～５時
◆有効期間 平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで（１年間）
◆受付場所及び問い合わせ 山梨県富士吉田市上吉田５６０５番地３
　　    富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
    企画財政課（契約担当）ＴＥＬ０５５５－２２－３３５５

申し込み・問い合わせ　富士山五合目周辺公園利用協議会
富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合　森林事業部　森林文化課

URL　http://www.onshirin.jp/
TEL　0555-22-3355（内線131）　E-mail：shinrinbunka@onshirin.jp

山梨県南都留郡山中湖村平野５４７－３１　クローバー牧場　
℡.０９０－４６２０－２９６２

平成30年度
富士山五合目自然解説員募集

堆肥用馬糞を無料で差し上げます

平成２９・３０年度分
指名競争入札参加資格追加申請について

恩賜林組合
　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
6

※

各
健
診・教
室
は
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時
　
２
月
１４
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２9
年
４・７・１０
月
生
ま
れ

■
２
歳
歳
児
健
診

日
時
　
２
月
１３
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
2７
年
１１・１２
月
生
ま
れ
、

　
　
　
平
成
２8
年
１・２
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付
日
　
毎
週
木
曜
日

※

都
合
の
悪
い
方
は
い
き
い
き
健
康
課
保

健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
　
い
き
い
き
健
康
課
窓
口

　
　
　
℡（
6
2
）３
８
１
３

平
成
２９
年
度
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
地
等
富
士
北
麓
誘
致

連
絡
会
議
講
演
会

　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ
た
り
、
富
士
北
麓

地
域
の「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
活
性
化
を

め
ざ
し
、各
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
機
運
を
醸
成
さ
せ
る
た
め
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

主
催
　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ

ラ
リ
ン
ピッ
ク
キ
ャ
ン
プ
地
等
富
士
北
麓
誘

致
連
絡
会
議

後
援
　
富
士
吉
田
市
　
道
志
村
　
西
桂

町
　
山
中
湖
村
　
忍
野
村
　
富
士
河
口

湖
町
　
鳴
沢
村
　
富
士
吉
田
市
教
育
委

員
会
　
道
志
村
教
育
委
員
会
　
西
桂
町

教
育
委
員
会 

忍
野
村
教
育
委
員
会
　
山

中
湖
村
教
育
委
員
会
　
富
士
河
口
湖
町

教
育
委
員
会
　
鳴
沢
村
教
育
委
員
会
　

山
梨
県
教
育
委
員
会
　
公
益
財
団
法
人

山
梨
県
体
育
協
会

協
力
　
南
都
留
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
　
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
南
都
留
支
部

期
日
　
２
月
２４
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
受
付

　
　
　
午
後
２
時
開
演

場
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階

　
　
　
小
ホ
ー
ル

講
師
　
長
倉
　
富
貴 

氏（
山
梨
学
院
大

学
経
営
情
報
学
部
准
教
授
、カ
レ
ッ
ジ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
推
進
員
）

演
題「
未
来
に
つ
な
ぐ
レ
ガ
シ
ー
を
」

対
象
者
　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者・商
工
会
議

所・富
士
五
湖
青
年
会
議
所
他・一般
の
方

申
し
込
み
期
限
　
２
月
１９
日（
月
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
山
中
湖
村
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
℡
６
２‐３
８
１
３

　
検
察
審
査
会
は
、選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
２０
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら「
く
じ
」で

選
ば
れ
た
１１
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
ま
す
。し
た
が
っ
て
、あ
な
た
も
審
査

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、交
通
事
故
や
詐

欺
、脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と（
不
起

訴
）に
つ
い
て
、そ
の
処
分
に
不
満
を
も
つ

被
害
者
な
ど
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
場
合

に
、そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
の
手
続
き
、ま
た
は
検

察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
検
察
審
査
会

　
甲
府
市
中
央
一丁
目
１０
番
7
号

　（
甲
府
地
方
裁
判
所
３
階
）

　
℡
0
5
5‐2
1
3‐2
5
4
8

「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」、

「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
」、

「
反
射
材
の
使
用
」

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、夕
暮
れ
時
に
歩

行
者
や
車
の
発
見
が
遅
れ
て「
ヒ
ヤ
リ
」と

し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。夕
暮
れ
時

は
人
・
車
と
も
お
互
い
が
見
え
に
く
く
な

り
、発
見
の
遅
れ
が
重
大
な
交
通
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、日
没
の
概
ね

30
分
〜
１
時
間
前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
、

「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」を
行
い
、い
ち
早
く

歩
行
者
や
自
転
車
を
発
見
し
、交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、自
分
の
車
の
存
在
を
歩
行
者
な
ど

に
知
ら
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
自
動
点
灯
装
置
が
あ
る
車

は
、常
に
装
置
を「
オ
ン
」に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、夜
間
の
運
転
の
際
に
は
、対
向
車

や
前
に
車
が
い
な
い
時
は
、「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活

用
」を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ま
め
な
ラ
イ
ト
の
操
作
は
、運
転
に
集

中
し
て
い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
は
、明
る
い

色
の
服
装
を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
、「
反

射
材
の
使
用
」に
よ
り
、自
分
の
存
在
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、交
通
事

故
防
止
に
効
果
的
で
す
。

　「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」、「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の

活
用
」、「
反
射
材
の
使
用
」の「
３
Ｈ
の
励

行
」を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
中
の「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」の
目

安
時
間
は
、午
後
５
時
で
す
。

　
人
も
車
も
、「
見
る
こ
と・
見
ら
れ
る
こ

と
」に
心
掛
け
、悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
ト
点
灯
目
安
時
間

　
２
月
：
午
後
５
時
、３
月
：
午
後
５
時
30
分
、

　
４
月
：
午
後
６
時
、５
月
：
午
後
６
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
℡
0
5
5‐2
2
1‐0
1
1
0（
代
）

　
冬
季
は
、積
雪
や
凍
結
を
原
因
と
す
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
積
雪
の
な
い
場
合
で
も
、橋
の
上
や
日
陰

な
ど
で
は
、雪
解
け
水
や
霜
に
よ
る
凍
結

か
ら
滑
り
や
す
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
着
装
な
ど
早
め
に
防

滑
措
置
を
す
る
と
と
も
に
、タ
イ
ヤ
の
性

能
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、

○
急
発
進
、急
ハ
ン
ド
ル
、急
ブ
レ
ー
キ

な
ど『
急
』が
つ
く
危
険
な
運
転
は
し

な
い
。

○
十
分
に
減
速
し
、車
間
距
離
を
と
る
。

○
道
路
標
識
や
情
報
板
に
注
意
し
、交

通
規
制
を
守
る
。

な
ど
に
よ
り
、ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◇
積
雪
、凍
結
路
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

○
橋
の
上
　
周
囲
の
道
路
が
凍
結
し
て

い
な
い
場
合
で
も
、橋
の
上
だ
け
が
凍
結

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
橋
＝
ア
イ

ス
バ
ー
ン
」と
心
得
て
、速
度
を
落
と
し
通

過
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
陰
　
雪
が
溶
け
ず
に
残
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、雪
解
け
の
水
や
霜
に
よ
り
再

凍
結
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、細
心
の

注
意
を
払
い
、速
度
を
落
と
し
て
走
り
ま

し
ょ
う
。

○
カ
ー
ブ
　
遠
心
力
で
車
が
外
へ
流
れ
や

す
い
カ
ー
ブ
は
、積
雪
や
凍
結
に
よ
り
路

面
が
滑
り
や
す
い
と
さ
ら
に
外
へ
と
流
れ

や
す
い
た
め
、カ
ー
ブ
手
前
で
十
分
に
減
速

し
、対
向
車
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
坂
道
　
下
り
坂
は
、安
易
に
ブ
レ
ー
キ

を
踏
む
と
車
が
滑
走
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
く
な
る
た
め
、事
前
に
十
分
な
減

速
を
す
る
と
と
も
に
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

を
使
用
し
て
、速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ

う
。一
方
、上
り
坂
で
の
発
進
で
は
、急
発

進
に
よ
り
タ
イ
ヤ
が
空
転
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ル
操
作
を
慎
重
に
し

ま
し
ょ
う
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
Ｈ
の
推
進

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

お
知
ら
せ

ス
リ
ッ
プ
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
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　富士山五合目周辺において自然解説や自然保護の啓発をする自然解説員を募集します。

　組合が発注する建設工事や物品の納入等を希望する事業者は、事前に指名競争入札参加資格申請書
を提出し、登録を受ける必要があります。
　平成２９・３０年度につきましては、次の内容により追加申請を受け付けます。

　クローバー牧場で飼育されている馬たちの馬糞を一般の家庭菜園用、農家の畑作の堆肥用として無
料で差し上げます。よけいな配合飼料を一切加えない乾草だけを食べているので堆肥用としてとても
良質な馬糞です。現在利用されている方からも大変好評をいただいています。直接取りに来られる方、
ご連絡ください。運搬・下ろし作業に便利な軽トラックダンプの貸出も可能です（実費）。

　詳しい内容は、ホームページをご覧になるか、電話又は電子メールにてお問い合わせください。

◆募集人員 20名程度
◆勤務期間 5月1日～10月31日（事務局の要請に応じて勤務していただきます。）
◆勤務時間 午前9時00分～午後4時30分     ◆勤務地   富士山五合目総合管理センター
◆賃金  日給7,450円                        ◆募集締切  3月9日（金）（当日消印有効）
◆申込方法 申込書に必要事項を記入し、書類を添付のうえ、郵送または持参してください。

◆提出書類 指名競争入札参加資格申請書（組合指定様式）及び添付書類
  ※組合指定様式については、ホームページよりダウンロード可。
  また、受付場所（企画財政課）でも用意してあります。（無料）
◆受付期間 ２月１日（木）～２月２８日（水）　（土・日・祝日は除く）
◆受付時間 午前９時～正午　/　午後１時～５時
◆有効期間 平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで（１年間）
◆受付場所及び問い合わせ 山梨県富士吉田市上吉田５６０５番地３
　　    富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
    企画財政課（契約担当）ＴＥＬ０５５５－２２－３３５５

申し込み・問い合わせ　富士山五合目周辺公園利用協議会
富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合　森林事業部　森林文化課

URL　http://www.onshirin.jp/
TEL　0555-22-3355（内線131）　E-mail：shinrinbunka@onshirin.jp

山梨県南都留郡山中湖村平野５４７－３１　クローバー牧場　
℡.０９０－４６２０－２９６２

平成30年度
富士山五合目自然解説員募集

堆肥用馬糞を無料で差し上げます

平成２９・３０年度分
指名競争入札参加資格追加申請について

恩賜林組合
　
　
　
℡（
6
2
）9
9
7
6

※

各
健
診・教
室
は
老
人
福
祉
し
あ
わ
せ

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

■
乳
児
健
康
相
談

日
時
　
２
月
１４
日（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
２9
年
４・７・１０
月
生
ま
れ

■
２
歳
歳
児
健
診

日
時
　
２
月
１３
日（
火
）

　
　
　
午
後
１
時
１５
分
〜
１
時
４５
分
受
付

対
象
　
平
成
2７
年
１１・１２
月
生
ま
れ
、

　
　
　
平
成
２8
年
１・２
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

交
付
日
　
毎
週
木
曜
日

※

都
合
の
悪
い
方
は
い
き
い
き
健
康
課
保

健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

場
所
　
い
き
い
き
健
康
課
窓
口

　
　
　
℡（
6
2
）３
８
１
３

平
成
２９
年
度
２
０
２
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ッ
ク

キ
ャ
ン
プ
地
等
富
士
北
麓
誘
致

連
絡
会
議
講
演
会

　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
あ
た
り
、
富
士
北
麓

地
域
の「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
活
性
化
を

め
ざ
し
、各
市
町
村
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
機
運
を
醸
成
さ
せ
る
た
め
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

主
催
　
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ

ラ
リ
ン
ピッ
ク
キ
ャ
ン
プ
地
等
富
士
北
麓
誘

致
連
絡
会
議

後
援
　
富
士
吉
田
市
　
道
志
村
　
西
桂

町
　
山
中
湖
村
　
忍
野
村
　
富
士
河
口

湖
町
　
鳴
沢
村
　
富
士
吉
田
市
教
育
委

員
会
　
道
志
村
教
育
委
員
会
　
西
桂
町

教
育
委
員
会 

忍
野
村
教
育
委
員
会
　
山

中
湖
村
教
育
委
員
会
　
富
士
河
口
湖
町

教
育
委
員
会
　
鳴
沢
村
教
育
委
員
会
　

山
梨
県
教
育
委
員
会
　
公
益
財
団
法
人

山
梨
県
体
育
協
会

協
力
　
南
都
留
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
　
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
南
都
留
支
部

期
日
　
２
月
２４
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
受
付

　
　
　
午
後
２
時
開
演

場
所
　
富
士
吉
田
市
民
会
館
３
階

　
　
　
小
ホ
ー
ル

講
師
　
長
倉
　
富
貴 

氏（
山
梨
学
院
大

学
経
営
情
報
学
部
准
教
授
、カ
レ
ッ
ジ
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
推
進
員
）

演
題「
未
来
に
つ
な
ぐ
レ
ガ
シ
ー
を
」

対
象
者
　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者・商
工
会
議

所・富
士
五
湖
青
年
会
議
所
他・一般
の
方

申
し
込
み
期
限
　
２
月
１９
日（
月
）

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
山
中
湖
村
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
℡
６
２‐３
８
１
３

　
検
察
審
査
会
は
、選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
２０
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら「
く
じ
」で

選
ば
れ
た
１１
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
ま
す
。し
た
が
っ
て
、あ
な
た
も
審
査

員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、交
通
事
故
や
詐

欺
、脅
し
な
ど
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
警

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と（
不
起

訴
）に
つ
い
て
、そ
の
処
分
に
不
満
を
も
つ

被
害
者
な
ど
か
ら
申
立
が
あ
っ
た
場
合

に
、そ
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
を
審
査
し
ま
す
。

　
審
査
申
立
な
ど
の
手
続
き
、ま
た
は
検

察
審
査
会
に
つ
い
て
知
り
た
い
場
合
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
検
察
審
査
会

　
甲
府
市
中
央
一丁
目
１０
番
7
号

　（
甲
府
地
方
裁
判
所
３
階
）

　
℡
0
5
5‐2
1
3‐2
5
4
8

「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」、

「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
」、

「
反
射
材
の
使
用
」

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、夕
暮
れ
時
に
歩

行
者
や
車
の
発
見
が
遅
れ
て「
ヒ
ヤ
リ
」と

し
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。夕
暮
れ
時

は
人
・
車
と
も
お
互
い
が
見
え
に
く
く
な

り
、発
見
の
遅
れ
が
重
大
な
交
通
事
故
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、日
没
の
概
ね

30
分
〜
１
時
間
前
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
、

「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」を
行
い
、い
ち
早
く

歩
行
者
や
自
転
車
を
発
見
し
、交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、自
分
の
車
の
存
在
を
歩
行
者
な
ど

に
知
ら
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　
ヘッ
ド
ラ
イ
ト
自
動
点
灯
装
置
が
あ
る
車

は
、常
に
装
置
を「
オ
ン
」に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、夜
間
の
運
転
の
際
に
は
、対
向
車

や
前
に
車
が
い
な
い
時
は
、「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活

用
」を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
ま
め
な
ラ
イ
ト
の
操
作
は
、運
転
に
集

中
し
て
い
る
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　
歩
行
者
・
自
転
車
の
皆
さ
ん
は
、明
る
い

色
の
服
装
を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
、「
反

射
材
の
使
用
」に
よ
り
、自
分
の
存
在
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、交
通
事

故
防
止
に
効
果
的
で
す
。

　「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」、「
ハ
イ
ビ
ー
ム
の

活
用
」、「
反
射
材
の
使
用
」の「
３
Ｈ
の
励

行
」を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
中
の「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」の
目

安
時
間
は
、午
後
５
時
で
す
。

　
人
も
車
も
、「
見
る
こ
と・
見
ら
れ
る
こ

と
」に
心
掛
け
、悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
ト
点
灯
目
安
時
間

　
２
月
：
午
後
５
時
、３
月
：
午
後
５
時
30
分
、

　
４
月
：
午
後
６
時
、５
月
：
午
後
６
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
℡
0
5
5‐2
2
1‐0
1
1
0（
代
）

　
冬
季
は
、積
雪
や
凍
結
を
原
因
と
す
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

　
積
雪
の
な
い
場
合
で
も
、橋
の
上
や
日
陰

な
ど
で
は
、雪
解
け
水
や
霜
に
よ
る
凍
結

か
ら
滑
り
や
す
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
着
装
な
ど
早
め
に
防

滑
措
置
を
す
る
と
と
も
に
、タ
イ
ヤ
の
性

能
を
過
信
す
る
こ
と
な
く
、

○
急
発
進
、急
ハ
ン
ド
ル
、急
ブ
レ
ー
キ

な
ど『
急
』が
つ
く
危
険
な
運
転
は
し

な
い
。

○
十
分
に
減
速
し
、車
間
距
離
を
と
る
。

○
道
路
標
識
や
情
報
板
に
注
意
し
、交

通
規
制
を
守
る
。

な
ど
に
よ
り
、ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
交
通
事
故

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◇
積
雪
、凍
結
路
の
注
意
ポ
イ
ン
ト

○
橋
の
上
　
周
囲
の
道
路
が
凍
結
し
て

い
な
い
場
合
で
も
、橋
の
上
だ
け
が
凍
結

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、「
橋
＝
ア
イ

ス
バ
ー
ン
」と
心
得
て
、速
度
を
落
と
し
通

過
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
陰
　
雪
が
溶
け
ず
に
残
っ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、雪
解
け
の
水
や
霜
に
よ
り
再

凍
結
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、細
心
の

注
意
を
払
い
、速
度
を
落
と
し
て
走
り
ま

し
ょ
う
。

○
カ
ー
ブ
　
遠
心
力
で
車
が
外
へ
流
れ
や

す
い
カ
ー
ブ
は
、積
雪
や
凍
結
に
よ
り
路

面
が
滑
り
や
す
い
と
さ
ら
に
外
へ
と
流
れ

や
す
い
た
め
、カ
ー
ブ
手
前
で
十
分
に
減
速

し
、対
向
車
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
坂
道
　
下
り
坂
は
、安
易
に
ブ
レ
ー
キ

を
踏
む
と
車
が
滑
走
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
な
く
な
る
た
め
、事
前
に
十
分
な
減

速
を
す
る
と
と
も
に
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

を
使
用
し
て
、速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ

う
。一
方
、上
り
坂
で
の
発
進
で
は
、急
発

進
に
よ
り
タ
イ
ヤ
が
空
転
す
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、ア
ク
セ
ル
操
作
を
慎
重
に
し

ま
し
ょ
う
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か「
検
察
審
査
会
」

い
き
い
き
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

３
Ｈ
の
推
進

お知らせ・催し・募集

山
中
湖
村
役
場
か
ら

お
知
ら
せ

ス
リ
ッ
プ
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う



○
交
差
点
　
通
行
車
両
に
よ
り
圧
雪
さ

れ
、ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
危
険
な
場
所
で
あ
る
た
め
、注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、雪
で
交
差
点
自
体
が
見
え
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
　
目
の
明
暗
順

応
の
遅
れ
に
よ
り
、前
方
の
状
況
が
見
え

に
く
い
う
え
、路
面
状
態
が
急
変
し
て
い

る
た
め
、路
面
状
況
の
変
化
を
予
測
し
、

速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
℡
0
5
5‐2
2
1‐0
1
1
0（
代
）

　
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
山
梨
県

庁
来
庁
者
用（
東
側
立
体
）駐
車
場
は
、

「
甲
府
城
周
辺
地
域
活
性
化
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、平
成
30
年
度
よ
り
公
園
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
か
ら
平
成
30
年
１
月
24

日（
水
）よ
り
ご
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、県
庁
西
側
に
新
た
に
来
庁
者

用
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
、来
庁

者
の
皆
様
は
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な
お
、防
災
新
館
地
下
駐
車
場
、県
庁

構
内
駐
車
場
は
従
来
ど
お
り
ご
利
用
で

き
ま
す
。

◇
利
用
開
始
日
　
１
月
24
日（
水
）

　
※
大
雪
等
で
工
期
延
期
と
な
っ
た
場
合

　
　
は
延
期
の
可
能
性
あ
り

◇
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
２‐17‐６

　
※
県
道
６
号
線（
平
和
通
り
）「
橘
児

童
公
園
前
」信
号（
甲
府
駅
方
面
よ
り
右

折
、甲
府
市
役
所
方
面
よ
り
左
折
）の
西

側
約
50
m
先

◇
位
置
　
３
層
４
段（
立
体
駐
車
場
）の

１
段（
階
）及
び
２
段（
階
）の一部 

56
台
分

◇
利
用
可
能
時
間

　
平
日
の
８
時
30
分
〜
18
時

　
※
夜
間
及
び
土
日
祝
日
は
ご
利
用
で

　
　
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
財
産
管
理
課

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
3
9
1

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
3
7
9

＊
毎
月
記
帳
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。＊

　
正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い

●
必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ
き

り
し
な
い
、な
ど

１
．日
程
　
２
月
8
日（
木
）

２
．時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　    

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

３
．場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会
　
　
　

４
．対
象
者
　
個
人
事
業
者

　
山
梨
県
で
は「
信
玄
公
祭
り
」の
お
手

伝
い
を
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
業
務・人
員

　
①
パン
フ
レ
ッ
ト
配
布
･
会
場
案
内
係

　
　（
各
日
１５
人
）

　
②
会
場
警
備
係（
１
０
０
人
）

　
※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
１８
歳
以
上

　
　
７０
歳
未
満
の
方

業
務
日
時
　
①
４
月
６
日（
金
）午
後
３

時
〜
６
時
ま
た
は
７
日（
土
）午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
　
②
４
月
７
日（
土
）午
後

２
時
〜
午
後
７
時
３０
分

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号（
日
中
繋
が
る
方
）、希
望
す

る
業
務（
①
の
係
は
希
望
日
も
）、過
去

の
経
験
の
有
無
を
明
記
の
う
え
、申
し

込
み
先
ま
で
。 

宛
先 

〒
４
０
０‐０
０
３

１
　
甲
府
市
丸
の
内
１‐６‐１
や
ま
な

し
観
光
推
進
機
構
内 

信
玄
公
祭
り
実

行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係（
Ｅ
メ
ー
ル

は
、t-kurasaw

a@
yam

akan-sk.jp

）

締
め
切
り
　
３
月
８
日（
木
）必
着

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
℡
０
５
５‐２
３
１‐２
７
２
２

　
FAX
０
５
５‐２
２
１‐３
０
４
０

【
平
成
３０
年
度 

普
通
課
程
訓
練
生
募
集
】

科
目
　
木
造
建
築
科・建
築
塗
装
科

期
間
　
各
科
、夜
間
訓
練
２
年
間

対
象
　
各
事
業
所
に
勤
め
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
方
。年
齢
、性
別
に
関
係
な

く
知
識
、技
能
を
身
に
つ
け
た
い
方

月
謝
　
会
　
員
　
３
，０
０
０
円

　
　
　
会
員
外
　
５
，０
０
０
円

締
切
　
平
成
30
年
３
月
末

【
１
級・２
級 

建
築
施
工
管
理
技
士
学
科

  

受
験
準
備
講
座
】

講
習
日

（
１
級
）４
月
上
旬
か
ら
２１
日
間（
６３
時
間
）

（
２
級
）８
月
上
旬
か
ら
２１
日
間（
６３
時
間
）

対
象
者
　
１
級・２
級 

建
築
施
工
受
験

　
　
　
　
資
格
該
当
者

受
講
料
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

定
員
　
先
着
１０
名

（
５
名
未
満
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

締
切
　
受
験
申
し
込
み
の
締
め
切
り
に
合
わ

せ
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
級
の
受
験
の
申
込
み
は
毎
年
２
月
上
旬
か

ら
始
ま
り
ま
す
。２
級
の
受
験
の
申
込
み
は

毎
年
６
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。当
協
会

で
は
申
込
用
紙
の
取
り
寄
せ
も
承
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
℡
２
２‐５
２
１
４

　H
P

　http://fyoshidakunrenko.jp

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会
の
ご
案
内

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が
い

を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、視
覚
に
課
題
が
あ

る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な

ど
、見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
お
よ
び
会
場

　
３
月
3
日（
土
）　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2‐10‐2
）

●
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
。

●
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　
３
月
１
日（
木
）ま
で
に
、盲
学
校
へ
電
話

で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。受
付
時
間

は
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
。

◇
費
用
　
無
料

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2‐10‐2
）

　
℡
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
1

　
FAX
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
2

春
の「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
３
月
１１
日（
日
）〜
３
月
１２
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

対
象
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容

１
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す
る

悩
み
の
相
談

２
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に

つい
て（
育
児
相
談
）

３
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ

い
て（
教
育
相
談
）

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
相
談

申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い（
締
め

切
り
は
３
月
６
日（
火
）午
後
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　
ろ
う
学
校

　「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
℡
０
５
５
３‐２
２‐１
３
７
８

　
FAX
０
５
５
３‐２
２‐６
４
１
９

☆
費
用
は一切
か
か
り
ま
せ
ん
。

☆
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

☆
こ
の
相
談
会
は
、ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
富
士
山
自
然
ガ
イ
ド
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
第
３
回「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」

日
時
　
２
月
１０
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
本
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル

対
象
　
富
士
山
周
辺
の
ガ
イ
ド
、

　
　
　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、一般
市
民

　
　
　（
所
属・資
格
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
１
２
０
名

テ
ー
マ
　
富
士
山
の
自
然
の
魅
力
を
効

果
的
に
伝
え
る
た
め
に
は
、自
然
科
学
への

正
し
い
理
解
や
新
た
な
研
究
成
果
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
、外
部
よ
り

専
門
家
を
お
招
き
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
　
古
瀬
　
浩
史（
帝
京
科
学
大
学 

生
命
環
境
学
部 

教
授
）

申
込
方
法
　
不
要

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
平
成
２９
年
度 

研
究
成
果
発
表
会

日
時
　
２
月
２４
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
４５
分

　
　
　（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
山
梨
県
立
図
書
館

　
　
　
１
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス（
甲
府
駅
北
口
）

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料
　

内
容
　
富
士
山
科
学
研
究
所
が
平
成
２９

年
度
に
行
っ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
、３
つ

の
口
頭
発
表
と
２１
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
て

紹
介
し
ま
す
。調
査
や
分
析
、実
験
な
ど

か
ら
わ
か
っ
た
最
新
の
知
見
を
質
疑
応
答

も
交
え
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

　
山
梨
県
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
ま

た
は
検
討
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、平
成
30
年
度

職
員
採
用
試
験
制
度
等
の
説
明
や
、現
職
員

の
生
の
声
を
様
々
な
立
場
か
ら
伝
え
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　【
東
京
】３
月
４
日（
日
）

　【
甲
府
】３
月
７
日（
水
）

　
い
ず
れ
も 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　（
受
付
　
午
後
１
時
15
分
〜
）

◇
場
所

　【
東
京
】都
道
府
県
会
館
４
階

　
　
　
　
4
0
1・4
0
2
会
議
室

　【
甲
府
】県
立
図
書
館
１
階

　
　
　
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

◇
対
象
　
山
梨
県
職
員
と
し
て
働
く
こ

と
を
希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
方（
本

人
に
限
り
ま
す
）

◇
内
容

●
平
成
30
年
度
職
員
採
用
試
験
日
程・試

験
制
度
な
ど
の
説
明
、

●
新
採
用
職
員
、中
堅
職
員
、女
性
職
員

に
よ
る
職
場
体
験
談

●
専
門
職
職
員
に
よ
る
職
種
別
業
務
説

明（
行
政
職
以
外
）

◇
定
員

　【
東
京
】行
政
80
名
、行
政
以
外
40
名

　【
甲
府
】行
政
1
2
0
名
、

　
　
　
　
行
政
以
外
80
名

◇
申
込
方
法
　
や
ま
な
し
申
請・予
約
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト『
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ

と
』か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

【
東
京
】１
月
29
日（
月
）〜
２
月
22
日（
木
）

【
甲
府
】１
月
29
日（
月
）〜
２
月
26
日（
月
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/jinj
i-iin/saiyou/index.htm

l

問
い
合
わ
せ

　
人
事
委
員
会
事
務
局

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
8
2
1

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
8
1
9

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）患
者
は
成
人
の

８
人
に
１
人
い
る
と
推
測
さ
れ
、新
た
な
国

民
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。自
覚
症
状
が
な

い
の
が
特
徴
で
、放
置
す
る
と
透
析
や
腎
移

植
が
必
要
と
な
る
怖
い
病
気
で
す
が
、そ
の

怖
さ
を
多
く
の
人
が
ま
だ
知
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）の
原
因
の
半
数
以

上
は
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、定
期
健
診
に

よ
る
早
期
発
見・早
期
受
診
や
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
発
症
・
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
腎
臓
の

こ
と
、Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
18
日（
日
）

　   

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分（
予
定
）

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

対
象
　
一般
県
民

内
容
　（
１
）健
康
相
談

　
　
　（
２
）Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
関
す
る
講
演
会

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
健
康
増
進
課

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
4
9
3

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
4
9
9

〜
富
士
山
の
災
害
と
参
詣
路
の
変
遷
〜

　
元
禄
地
震
を
は
じ
め
、富
士
山
に
起
因

す
る
災
害
を
中
心
に
、富
士
山
を
目
指
す

人
々
が
甲
斐・駿
河
国
境
を
越
え
る
た
め
に

通
っ
た
参
詣
路
調
査
を
紹
介
し
ま
す
。

基
調
講
演「
元
禄
地
震
と
富
士
山
の
災
害
」

　
北
原
糸
子 

氏（
立
命
館
大
学
都
市
防
災

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員・山
梨
県
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
報
告
１

　「
法
華
の
教
線
拡
大
に
見
る
甲
駿
交
通
路
」

　
堀
内
　
亨 

氏（
甲
府
市
教
育
委
員
会
）

■
報
告
２

　「
二
つ
の
古
道
と
そ
の
変
遷

       

―
ヅ
ナ
坂
越
と
籠
坂
越
―
」

　
野
村
　
晋
作（
山
中
湖
村
教
育
委
員
会
）

■
報
告
３

　「
伝
承
か
ら
探
る
甲
駿
国
境
地
域
」

　
堀
内
　
眞 

氏

  

（
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　「
甲
駿
国
境
に
お
け
る
参
詣
路
の

 

　 

考
察
と
特
定
」

日
時
　
２
月
１０
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

　
　
　（
受
付
開
始
　
午
後
１
時
）

場
所
　
山
中
湖
情
報
創
造
館
　
研
修
室

　（
南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
5
0
6‐2
9
6
）

主
催
　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
　
　
山
中
湖
村
教
育
委
員
会

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐１

　
℡
０
５
５
５‐７
２‐２
３
１
４

　
FAX
０
５
５
５‐７
２‐２
３
３
７

第
１１
回
　
富
士
北
稜
高
等
学
校

生
徒
発
表
会
の
お
知
ら
せ

　
地
域
に
根
ざ
す
富
士
北
稜
高
校
で

す
。日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
１０
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
１５
分

場
所
　
富
士
北
稜
高
校

　
　
　（
富
士
吉
田
市
新
西
原
１‐２３‐１
）

そ
の
他
　
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
富
士
北
稜
高
等
学
校

　
℡
０
５
５
５‐２
２‐４
１
６
１

富
士
山
科
学
研
究
所

「
山
梨
県
職
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

参
加
者
募
集
!!

山
梨
県
庁 

来
庁
者
用（
東
側
立
体
）

駐
車
場
を
移
転
し
ま
す

南
都
留
中
部
商
工
会

〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

相

　談

第
47
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

募

　集

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

山
梨
県
立
盲
学
校

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

イ
ベ
ン
ト

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

啓
発
イ
ベ
ン
ト

富
士
北
稜
高
等
学
校

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査

研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

山中湖村にて1月に行われた行事の風景を、表紙としてまとめました。（関連P14,15）今月の表紙の写真！ 広報やまなかこ 2018年2月号



○
交
差
点
　
通
行
車
両
に
よ
り
圧
雪
さ

れ
、ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
危
険
な
場
所
で
あ
る
た
め
、注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、雪
で
交
差
点
自
体
が
見
え
な
い

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
　
目
の
明
暗
順

応
の
遅
れ
に
よ
り
、前
方
の
状
況
が
見
え

に
く
い
う
え
、路
面
状
態
が
急
変
し
て
い

る
た
め
、路
面
状
況
の
変
化
を
予
測
し
、

速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課

　
℡
0
5
5‐2
2
1‐0
1
1
0（
代
）

　
現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
山
梨
県

庁
来
庁
者
用（
東
側
立
体
）駐
車
場
は
、

「
甲
府
城
周
辺
地
域
活
性
化
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、平
成
30
年
度
よ
り
公
園
整
備

に
着
手
す
る
こ
と
か
ら
平
成
30
年
１
月
24

日（
水
）よ
り
ご
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、県
庁
西
側
に
新
た
に
来
庁
者

用
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
の
で
、来
庁

者
の
皆
様
は
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。な
お
、防
災
新
館
地
下
駐
車
場
、県
庁

構
内
駐
車
場
は
従
来
ど
お
り
ご
利
用
で

き
ま
す
。

◇
利
用
開
始
日
　
１
月
24
日（
水
）

　
※
大
雪
等
で
工
期
延
期
と
な
っ
た
場
合

　
　
は
延
期
の
可
能
性
あ
り

◇
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
２‐17‐６

　
※
県
道
６
号
線（
平
和
通
り
）「
橘
児

童
公
園
前
」信
号（
甲
府
駅
方
面
よ
り
右

折
、甲
府
市
役
所
方
面
よ
り
左
折
）の
西

側
約
50
m
先

◇
位
置
　
３
層
４
段（
立
体
駐
車
場
）の

１
段（
階
）及
び
２
段（
階
）の一部 

56
台
分

◇
利
用
可
能
時
間

　
平
日
の
８
時
30
分
〜
18
時

　
※
夜
間
及
び
土
日
祝
日
は
ご
利
用
で

　
　
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
財
産
管
理
課

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
3
9
1

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
3
7
9

＊
毎
月
記
帳
相
談
日
を
開
設
し
ま
す
。＊

　
正
し
い
記
帳
は
税
務
申
告
の
基
礎
と

な
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
帳
簿
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
な
い

●
必
要
経
費
と
家
計
費
の
区
分
が
は
っ
き

り
し
な
い
、な
ど

１
．日
程
　
２
月
8
日（
木
）

２
．時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

　
　    

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

３
．場
所
　
南
都
留
中
部
商
工
会
　
　
　

４
．対
象
者
　
個
人
事
業
者

　
山
梨
県
で
は「
信
玄
公
祭
り
」の
お
手

伝
い
を
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
業
務・人
員

　
①
パン
フ
レ
ッ
ト
配
布
･
会
場
案
内
係

　
　（
各
日
１５
人
）

　
②
会
場
警
備
係（
１
０
０
人
）

　
※
い
ず
れ
も
原
則
と
し
て
１８
歳
以
上

　
　
７０
歳
未
満
の
方

業
務
日
時
　
①
４
月
６
日（
金
）午
後
３

時
〜
６
時
ま
た
は
７
日（
土
）午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
　
②
４
月
７
日（
土
）午
後

２
時
〜
午
後
７
時
３０
分

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、

電
話
番
号（
日
中
繋
が
る
方
）、希
望
す

る
業
務（
①
の
係
は
希
望
日
も
）、過
去

の
経
験
の
有
無
を
明
記
の
う
え
、申
し

込
み
先
ま
で
。 

宛
先 

〒
４
０
０‐０
０
３

１
　
甲
府
市
丸
の
内
１‐６‐１
や
ま
な

し
観
光
推
進
機
構
内 

信
玄
公
祭
り
実

行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係（
Ｅ
メ
ー
ル

は
、t-kurasaw

a@
yam

akan-sk.jp

）

締
め
切
り
　
３
月
８
日（
木
）必
着

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会

　
℡
０
５
５‐２
３
１‐２
７
２
２

　
FAX
０
５
５‐２
２
１‐３
０
４
０

【
平
成
３０
年
度 

普
通
課
程
訓
練
生
募
集
】

科
目
　
木
造
建
築
科・建
築
塗
装
科

期
間
　
各
科
、夜
間
訓
練
２
年
間

対
象
　
各
事
業
所
に
勤
め
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
方
。年
齢
、性
別
に
関
係
な

く
知
識
、技
能
を
身
に
つ
け
た
い
方

月
謝
　
会
　
員
　
３
，０
０
０
円

　
　
　
会
員
外
　
５
，０
０
０
円

締
切
　
平
成
30
年
３
月
末

【
１
級・２
級 

建
築
施
工
管
理
技
士
学
科

  

受
験
準
備
講
座
】

講
習
日

（
１
級
）４
月
上
旬
か
ら
２１
日
間（
６３
時
間
）

（
２
級
）８
月
上
旬
か
ら
２１
日
間（
６３
時
間
）

対
象
者
　
１
級・２
級 

建
築
施
工
受
験

　
　
　
　
資
格
該
当
者

受
講
料
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

定
員
　
先
着
１０
名

（
５
名
未
満
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
）

締
切
　
受
験
申
し
込
み
の
締
め
切
り
に
合
わ

せ
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
級
の
受
験
の
申
込
み
は
毎
年
２
月
上
旬
か

ら
始
ま
り
ま
す
。２
級
の
受
験
の
申
込
み
は

毎
年
６
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。当
協
会

で
は
申
込
用
紙
の
取
り
寄
せ
も
承
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
℡
２
２‐５
２
１
４

　H
P

　http://fyoshidakunrenko.jp

春
の
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談
会
の
ご
案
内

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

て
い
る
方
、成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障
が
い

を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、視
覚
に
課
題
が
あ

る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な

ど
、見
え
方
や
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
お
よ
び
会
場

　
３
月
3
日（
土
）　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2‐10‐2
）

●
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
。

●
１
件
に
つ
き
約
１
時
間
の
相
談
と
な
り

ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　
３
月
１
日（
木
）ま
で
に
、盲
学
校
へ
電
話

で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。受
付
時
間

は
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
。

◇
費
用
　
無
料

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
盲
学
校

　（
甲
府
市
下
飯
田
2‐10‐2
）

　
℡
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
1

　
FAX
0
5
5‐2
2
6‐3
3
6
2

春
の「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」の

相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
お
子
さ
ま
の「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
３
月
１１
日（
日
）〜
３
月
１２
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

　
　
　（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

対
象
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容

１
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
関
す
る

悩
み
の
相
談

２
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
に

つい
て（
育
児
相
談
）

３
　「
き
こ
え
」と「
こ
と
ば
」に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ

い
て（
教
育
相
談
）

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
相
談

申
し
込
み
方
法
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い（
締
め

切
り
は
３
月
６
日（
火
）午
後
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　
ろ
う
学
校

　「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
℡
０
５
５
３‐２
２‐１
３
７
８

　
FAX
０
５
５
３‐２
２‐６
４
１
９

☆
費
用
は一切
か
か
り
ま
せ
ん
。

☆
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

☆
こ
の
相
談
会
は
、ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
富
士
山
自
然
ガ
イ
ド
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
第
３
回「
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
」

日
時
　
２
月
１０
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
　
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
本
館
１
Ｆ
ホ
ー
ル

対
象
　
富
士
山
周
辺
の
ガ
イ
ド
、

　
　
　
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
、一般
市
民

　
　
　（
所
属・資
格
は
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費
　
無
料

定
員
　
１
２
０
名

テ
ー
マ
　
富
士
山
の
自
然
の
魅
力
を
効

果
的
に
伝
え
る
た
め
に
は
、自
然
科
学
への

正
し
い
理
解
や
新
た
な
研
究
成
果
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
、外
部
よ
り

専
門
家
を
お
招
き
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
　
古
瀬
　
浩
史（
帝
京
科
学
大
学 

生
命
環
境
学
部 

教
授
）

申
込
方
法
　
不
要

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

■
平
成
２９
年
度 

研
究
成
果
発
表
会

日
時
　
２
月
２４
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
４５
分

　
　
　（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
山
梨
県
立
図
書
館

　
　
　
１
階
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス（
甲
府
駅
北
口
）

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料
　

内
容
　
富
士
山
科
学
研
究
所
が
平
成
２９

年
度
に
行
っ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
、３
つ

の
口
頭
発
表
と
２１
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
に
て

紹
介
し
ま
す
。調
査
や
分
析
、実
験
な
ど

か
ら
わ
か
っ
た
最
新
の
知
見
を
質
疑
応
答

も
交
え
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
環
境
教
育・交
流
部 

広
報・交
流
担
当

　
℡
0
5
5
5‐7
2‐6
2
0
6

　
山
梨
県
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
ま

た
は
検
討
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、平
成
30
年
度

職
員
採
用
試
験
制
度
等
の
説
明
や
、現
職
員

の
生
の
声
を
様
々
な
立
場
か
ら
伝
え
ま
す
。

◇
開
催
日
時

　【
東
京
】３
月
４
日（
日
）

　【
甲
府
】３
月
７
日（
水
）

　
い
ず
れ
も 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　（
受
付
　
午
後
１
時
15
分
〜
）

◇
場
所

　【
東
京
】都
道
府
県
会
館
４
階

　
　
　
　
4
0
1・4
0
2
会
議
室

　【
甲
府
】県
立
図
書
館
１
階

　
　
　
　
イ
ベン
ト
ス
ペ
ー
ス

◇
対
象
　
山
梨
県
職
員
と
し
て
働
く
こ

と
を
希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
方（
本

人
に
限
り
ま
す
）

◇
内
容

●
平
成
30
年
度
職
員
採
用
試
験
日
程・試

験
制
度
な
ど
の
説
明
、

●
新
採
用
職
員
、中
堅
職
員
、女
性
職
員

に
よ
る
職
場
体
験
談

●
専
門
職
職
員
に
よ
る
職
種
別
業
務
説

明（
行
政
職
以
外
）

◇
定
員

　【
東
京
】行
政
80
名
、行
政
以
外
40
名

　【
甲
府
】行
政
1
2
0
名
、

　
　
　
　
行
政
以
外
80
名

◇
申
込
方
法
　
や
ま
な
し
申
請・予
約
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト『
や
ま
な
し
く
ら
し
ね
っ

と
』か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
間

【
東
京
】１
月
29
日（
月
）〜
２
月
22
日（
木
）

【
甲
府
】１
月
29
日（
月
）〜
２
月
26
日（
月
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

http://w
w
w
.pref.yam

anashi.jp/jinj
i-iin/saiyou/index.htm

l

問
い
合
わ
せ

　
人
事
委
員
会
事
務
局

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
8
2
1

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
8
1
9

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）患
者
は
成
人
の

８
人
に
１
人
い
る
と
推
測
さ
れ
、新
た
な
国

民
病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。自
覚
症
状
が
な

い
の
が
特
徴
で
、放
置
す
る
と
透
析
や
腎
移

植
が
必
要
と
な
る
怖
い
病
気
で
す
が
、そ
の

怖
さ
を
多
く
の
人
が
ま
だ
知
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）の
原
因
の
半
数
以

上
は
生
活
習
慣
病
で
あ
り
、定
期
健
診
に

よ
る
早
期
発
見・早
期
受
診
や
生
活
習
慣

の
改
善
に
よ
り
発
症
・
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、広
く
県
民
の
皆
さ
ん
に
腎
臓
の

こ
と
、Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
18
日（
日
）

　   

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分（
予
定
）

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和

対
象
　
一般
県
民

内
容
　（
１
）健
康
相
談

　
　
　（
２
）Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
関
す
る
講
演
会

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
健
康
増
進
課

　
℡
0
5
5‐2
2
3‐1
4
9
3

　
FAX
0
5
5‐2
2
3‐1
4
9
9

〜
富
士
山
の
災
害
と
参
詣
路
の
変
遷
〜

　
元
禄
地
震
を
は
じ
め
、富
士
山
に
起
因

す
る
災
害
を
中
心
に
、富
士
山
を
目
指
す

人
々
が
甲
斐・駿
河
国
境
を
越
え
る
た
め
に

通
っ
た
参
詣
路
調
査
を
紹
介
し
ま
す
。

基
調
講
演「
元
禄
地
震
と
富
士
山
の
災
害
」

　
北
原
糸
子 

氏（
立
命
館
大
学
都
市
防
災

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員・山
梨
県
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
）

■
報
告
１

　「
法
華
の
教
線
拡
大
に
見
る
甲
駿
交
通
路
」

　
堀
内
　
亨 

氏（
甲
府
市
教
育
委
員
会
）

■
報
告
２

　「
二
つ
の
古
道
と
そ
の
変
遷

       

―
ヅ
ナ
坂
越
と
籠
坂
越
―
」

　
野
村
　
晋
作（
山
中
湖
村
教
育
委
員
会
）

■
報
告
３

　「
伝
承
か
ら
探
る
甲
駿
国
境
地
域
」

　
堀
内
　
眞 

氏

  

（
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
）

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　「
甲
駿
国
境
に
お
け
る
参
詣
路
の

 

　 

考
察
と
特
定
」

日
時
　
２
月
１０
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

　
　
　（
受
付
開
始
　
午
後
１
時
）

場
所
　
山
中
湖
情
報
創
造
館
　
研
修
室

　（
南
都
留
郡
山
中
湖
村
平
野
5
0
6‐2
9
6
）

主
催
　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
　
　
山
中
湖
村
教
育
委
員
会

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３‐１

　
℡
０
５
５
５‐７
２‐２
３
１
４

　
FAX
０
５
５
５‐７
２‐２
３
３
７

第
１１
回
　
富
士
北
稜
高
等
学
校

生
徒
発
表
会
の
お
知
ら
せ

　
地
域
に
根
ざ
す
富
士
北
稜
高
校
で

す
。日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
１０
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
１５
分

場
所
　
富
士
北
稜
高
校

　
　
　（
富
士
吉
田
市
新
西
原
１‐２３‐１
）

そ
の
他
　
ス
リ
ッ
パ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

　
富
士
北
稜
高
等
学
校

　
℡
０
５
５
５‐２
２‐４
１
６
１

富
士
山
科
学
研
究
所

「
山
梨
県
職
員
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

参
加
者
募
集
!!

山
梨
県
庁 

来
庁
者
用（
東
側
立
体
）

駐
車
場
を
移
転
し
ま
す

南
都
留
中
部
商
工
会

〜
記
帳
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

相

　談

第
47
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

募

　集

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

山
梨
県
立
盲
学
校

山
梨
県
立
ろ
う
学
校

イ
ベ
ン
ト

Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢
性
腎
臓
病
）

啓
発
イ
ベ
ン
ト

富
士
北
稜
高
等
学
校

山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査

研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

山中湖村にて1月に行われた行事の風景を、表紙としてまとめました。（関連P14,15）今月の表紙の写真！ 広報やまなかこ 2018年2月号
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日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

2月の行事予定
2018 CALENDAR

28 29 30 31 1     2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 1 2 3

 　 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝

　 図書館=山中湖情報創造館閉館日 ※開館時間（9:30～19:00）詳しくはP20をご覧ください。
　  可燃物収集日 　  不燃物収集日 　 PETボトル収集日　8:30までに指定の場所に出してください。
　  持込（可燃・不燃）　　持込（可燃のみ）=クリーンセンターへ直接搬入可能日（9:00～11:00  13:00～16:00）
　  立入日=北富士演習場立ち入り許可日　　

戸籍の窓　12月届出分

お
め
で
と
う（
誕
生
）

氏
名 

 

保
護
者

羽
田

　丞
之
亮 

羽
田

　泰
久

羽
田

　大
智 

羽
田

　博
彌

坂
本

　櫂
吏 

坂
本

　泉

た
い
ち

し
ょ
う
の
す
け

か
い
り

お
く
や
み（
死
亡
）

氏
名

　
　
　
　
　（歳
）
　届
出
人

長
田

　わ
せ
子

　

 （
92
）
　耕
治

渡
邊

　治
美

　
　（80
）
　正
美

高
村

　な
み
子    （
95
）
　洋
泰

古
屋

　春
子

　
　（92
）
　誠

 

）

 

）

お
し
あ
わ
せ
に（
結
婚
）

氏
名

　
　
　
　
　
　地
区
名

鈴
木

　康
平

　
　
　平
野

天
野

　安
奈

羽
田

　廉
太
朗

　
　山
中

渡
邉

　美
菜
子 

）

羽
田

　将
太

　
　
　山
中

鳥
山

　か
な
江

世帯数

この広報はベジタブルインキを使用しています。
植物油インキ（ベジタブルインキ）は、植物性のため地球の環境にやさしいインキです。

人　口

2,938
（－7）

188
（－4）

2,374
（－9）

男

2,930
（－10）

女

5,868
（－17）

計 内外国人

PET

雪まつり最終日
（1月号　P24）

宝ボワークショップ
（P20）

行政相談（P12）

村スケート大会

村確定申告開始
（～3/15　Ｐ4）
地域リサイクル
役場下駐車場
９：００～１１：００

乳児健康相談
（P26）

アイスキャンドル
フェスティバル
（P18）

2歳児歯科検診
（P26）

可

閉

持 持

PET

持可

持可

持可

持可

持可

持可 持可

持可持可

持可

持可

PET持可

持可

持可

不

山中湖村の人口と世帯（平成29年12月末日現在）
（  ）は前月比

立入日

立入日 立入日

立入日

立入日

持可

振替休日建国記念の日

不 持

不 持

不 持

不 持
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